
＝平成30年＝

 NO. 602

議会だより掲載号

キンボールスポーツにトライ！



  ①高速バス

◆運行路線
❶品川・羽田空港～大多喜間（町
内乗降場所：大多喜駅、オリブ）
❷浜松町・東京駅～勝浦間（町
内乗降場所：たけゆらの里、ヤッ
クス前）

◆運行日：❶・❷とも、365日毎日
運行

◆運行便数：❶・❷とも、1日6往復
◆運　賃：❶・❷とも、大多喜町内
～都内まで、大人片道 1,850 円

◆問合せ：❶・❷とも、小湊鉄道　
長南営業所（☎0475－46－3581）

②大多喜みどころめぐり
　無料シャトルバス

　8月から大多喜駅と町内の商業・
観光施設を巡回する無料のシャト
ルバスが運行しています。観光や、
ショッピングなどお気軽にご利用い
ただけます。
◆運行日：金曜日、土日祝日
◆運行便数：1日 5便
◆運　賃：無料
◆乗降場所：三育学院大学、たけ
ゆらの里、Resort View 大多喜、
オリブ、大多喜城、丘の上バラ園、
ハーブガーデン、観光本陣

◆問合せ：観光協会（☎80－1146）

  ③秋季臨時バス

　養老渓谷の紅葉時期に合わせ、
大多喜駅から養老渓谷観光セン
ターやまびこまでの直通バスを運
行します。
◆運行日：11 月 22 日から 12 月
9日までの 18日間
◆運行便数：1日 1往復
◆運　賃：無料
◆乗降場所：大多喜駅、オリブ（行
きのみ）、養老渓谷観光センター
やまびこ
◆問合せ：小湊鉄道　長南営業所
（☎0475－46－3581）

  ④房総さとやまＧＯ

　「房総さとやまＧＯ」は、小湊鉄
道、いすみ鉄道と JR 久留里線を結
び、市原市・大多喜町・君津市の
里山を満喫できる期間限定の周遊
バスです。
◆運行日：10 月 27 日から 12 月
9日までの土日祝日
◆運行便数：1日 5往復
◆運　賃：片道 500 円
◆乗降場所：いすみ鉄道・上総中
野駅⇔小湊鉄道・養老渓谷駅、
JR・久留里駅間（町内バス停：
上総中野駅、弘文洞入口、老川
十字路、筒森もみじ谷）
◆問合せ：小湊鉄道　長南営業所
（☎0475－46－3581）

  ⑤探勝バス

　通年で日曜・祝日と、養老
渓谷の観光シーズンの平日と
土曜日に、いすみ鉄道上総中
野駅～粟又区間でバスを運行
しています。
◆運行日：
　11/3，4，11，18，23～ 30
　12/1，2，9，16，23，24
◆運行便数：1日 5往復
◆運賃：路線バスと同じ料金
◆問合せ：小湊鉄道　大多喜
車庫　（☎82－2821）

  路線バス

◆主な行先：茂原方面・牛久方面・勝
浦方面・一宮方面・養老渓谷方面

◆問合せ：小湊鉄道　大多喜車庫
　（☎82－2821）

上手に使って
  　 気軽に！ お得に！

のお出掛け！
　町内では、路線バス以外にも、高速バス、周遊バス、期間限定
の臨時バスなど時期や目的に合わせて、さまざまなバスが運行し
ています。
　観光、普段のお買い物、お出掛け、帰省などの際に、どなたでも
ご利用いただけます。
　無料でご利用いただけるお得なバスもありますので、気軽に、
お得に、バスでお出掛けしてみませんか。

バス

粟又の滝粟又の滝筒森もみじ谷筒森もみじ谷
粟又の滝展望台粟又の滝展望台

水月寺水月寺小沢又の滝（幻の滝）小沢又の滝（幻の滝）

上原

大多喜町
養老渓谷観光センター
やまびこ

大多喜町
養老渓谷観光センター
やまびこ

いすみ鉄道大多喜城

しろみがおか

大多喜
ハーブガーデン

消防署

Resort View
大多喜

道の駅
たけゆらの里
おおたき

丘の上バラ園丘の上バラ園

よ
う
ろ
う

け
い
こ
く

至
市
原

至茂原

至勝浦

至市原 至一宮

至
大
原

至
君
津

か
ず
さ
な
か
の

ふ
さ
も
と

に
し
は
た

こ
や
ま
つ

ひがし
ふさもと

さ
ん
い
く
が
く
い
ん
だ
い
が
く

く
が
は
ら

桜台

大多喜駅
入口

三育学院
大学
三育学院
大学

オリブオリブ

大多喜町
観光センター
大多喜町
観光センター

小湊鉄道

弘文洞入口

デ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

お
お
た
き

横山

白山台

船子

八声

堀之内

久我原

石神

黒原

297

297

231

32

178

27

172

150

老川十字路

三又

465

大多喜みどころめぐりバス

房総さとやまGO

秋季臨時バス

探勝バス

路線バス

バス停

広報おおたき No.602　H30.10.24 22



  ①高速バス

◆運行路線
❶品川・羽田空港～大多喜間（町
内乗降場所：大多喜駅、オリブ）
❷浜松町・東京駅～勝浦間（町
内乗降場所：たけゆらの里、ヤッ
クス前）

◆運行日：❶・❷とも、365日毎日
運行

◆運行便数：❶・❷とも、1日6往復
◆運　賃：❶・❷とも、大多喜町内
～都内まで、大人片道 1,850 円

◆問合せ：❶・❷とも、小湊鉄道　
長南営業所（☎0475－46－3581）

②大多喜みどころめぐり
　無料シャトルバス

　8月から大多喜駅と町内の商業・
観光施設を巡回する無料のシャト
ルバスが運行しています。観光や、
ショッピングなどお気軽にご利用い
ただけます。
◆運行日：金曜日、土日祝日
◆運行便数：1日 5便
◆運　賃：無料
◆乗降場所：三育学院大学、たけ
ゆらの里、Resort View 大多喜、
オリブ、大多喜城、丘の上バラ園、
ハーブガーデン、観光本陣

◆問合せ：観光協会（☎80－1146）

  ③秋季臨時バス

　養老渓谷の紅葉時期に合わせ、
大多喜駅から養老渓谷観光セン
ターやまびこまでの直通バスを運
行します。
◆運行日：11 月 22 日から 12 月
9日までの 18日間
◆運行便数：1日 1往復
◆運　賃：無料
◆乗降場所：大多喜駅、オリブ（行
きのみ）、養老渓谷観光センター
やまびこ
◆問合せ：小湊鉄道　長南営業所
（☎0475－46－3581）

  ④房総さとやまＧＯ

　「房総さとやまＧＯ」は、小湊鉄
道、いすみ鉄道と JR 久留里線を結
び、市原市・大多喜町・君津市の
里山を満喫できる期間限定の周遊
バスです。
◆運行日：10 月 27 日から 12 月
9日までの土日祝日
◆運行便数：1日 5往復
◆運　賃：片道 500 円
◆乗降場所：いすみ鉄道・上総中
野駅⇔小湊鉄道・養老渓谷駅、
JR・久留里駅間（町内バス停：
上総中野駅、弘文洞入口、老川
十字路、筒森もみじ谷）
◆問合せ：小湊鉄道　長南営業所
（☎0475－46－3581）

  ⑤探勝バス

　通年で日曜・祝日と、養老
渓谷の観光シーズンの平日と
土曜日に、いすみ鉄道上総中
野駅～粟又区間でバスを運行
しています。
◆運行日：
　11/3，4，11，18，23～ 30
　12/1，2，9，16，23，24
◆運行便数：1日 5往復
◆運賃：路線バスと同じ料金
◆問合せ：小湊鉄道　大多喜
車庫　（☎82－2821）

  路線バス

◆主な行先：茂原方面・牛久方面・勝
浦方面・一宮方面・養老渓谷方面

◆問合せ：小湊鉄道　大多喜車庫
　（☎82－2821）

上手に使って
  　 気軽に！ お得に！

のお出掛け！
　町内では、路線バス以外にも、高速バス、周遊バス、期間限定
の臨時バスなど時期や目的に合わせて、さまざまなバスが運行し
ています。
　観光、普段のお買い物、お出掛け、帰省などの際に、どなたでも
ご利用いただけます。
　無料でご利用いただけるお得なバスもありますので、気軽に、
お得に、バスでお出掛けしてみませんか。

バス

粟又の滝粟又の滝筒森もみじ谷筒森もみじ谷
粟又の滝展望台粟又の滝展望台

水月寺水月寺小沢又の滝（幻の滝）小沢又の滝（幻の滝）

上原

大多喜町
養老渓谷観光センター
やまびこ

大多喜町
養老渓谷観光センター
やまびこ

いすみ鉄道大多喜城

しろみがおか

大多喜
ハーブガーデン

消防署

Resort View
大多喜

道の駅
たけゆらの里
おおたき

丘の上バラ園丘の上バラ園

よ
う
ろ
う

け
い
こ
く

至
市
原

至茂原

至勝浦

至市原 至一宮

至
大
原

至
君
津

か
ず
さ
な
か
の

ふ
さ
も
と

に
し
は
た

こ
や
ま
つ

ひがし
ふさもと

さ
ん
い
く
が
く
い
ん
だ
い
が
く

く
が
は
ら

桜台

大多喜駅
入口

三育学院
大学
三育学院
大学

オリブオリブ

大多喜町
観光センター
大多喜町
観光センター

小湊鉄道

弘文洞入口

デ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

お
お
た
き

横山

白山台

船子

八声

堀之内

久我原

石神

黒原

297

297

231

32

178

27

172

150

老川十字路

三又

465

大多喜みどころめぐりバス

房総さとやまGO

秋季臨時バス

探勝バス

路線バス

バス停



　大多喜町成人式を平成３１年１月１２日（土）午前１０時から、大多喜町立
中央公民館ホールで開催します。
　対象者は、平成１０年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた方で
す。２０歳の門出を祝福する式典ですので、ぜひご出席ください。
　町に住民登録のない方でも出席いただけます。
○問合せ　生涯学習課（中央公民館）　☎８２－３１８８

成人式を迎えられる皆さんへ成人式を迎えられる皆さんへ

講習種別　応急手当普及員講習Ⅰ（24時間）
日　時　3月11日（月）から3月13日（水）まで連続3日間、8時30分から17時30分まで
場　所　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部2階会議室
申込み　12月3日（月）から1月31日（木）16時00分まで
講習内容　事業所の従業員または防災組織などの構成員に対して行う応急手当の普及指導に
　　　　　従事する指導者の育成
対　象　いすみ市、勝浦市、大多喜町、御宿町の事業所（学校含む）、自主防災組織その他の
　　　　消防防災に関する組織
定　員　20名（先着順）
受講料　無料　※ただし、講習で使用する教科書を書店などで直接購入してください。
　　　 （消防本部では販売していません。）
申込み　夷隅郡市広域消防本部警防課に電話で申し込んでください。☎80−0133

応急手当普及員講習Ⅰ
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○日時　11月23日（金・祝日）　10時～15時
◆メイン会場：養老渓谷観光センター

もちつき実演販売やそば、うどん、ラーメン、筍肉まん、田舎寿司、ハチミツ、芋餅などの模擬店、
農産物の直売など

◆サブ会場：旧会所分校
手打ちそばや焼いも、農産物の直売、和太鼓の演奏や搾りたて牛乳の配布など

◆サブ会場：けよけよ市（上総中野駅前）
農産物、里山の弁当、おでん、焼きそば、ハチミツ、大福、おしるこなどの販売

◆サブ会場：二十八市（大多喜城下商店街）
たけのころっけ、模擬店／とろろ飯の無料配布（数に制限があります。）／二十八寄せ

◆紅葉の見どころライトアップ
○日時　11月23日（金・祝日）～12月上旬　17時～21時30分　紅葉の見どころのライトアップ

○問合せ　（一社）大多喜町観光協会　☎80－1146

　１１月のおおたきウォークは養老渓谷ハイキングを行います。体力に合わせ参加できるよう2つの
コースをご用意しました。
　Ａコースは、約7㎞の1日コースで、出世観音を目指し歩きます。歩いた後は疲れを癒すお楽しみを用
意します。Ｂコースは、約3㎞の半日コースで小田代周辺を歩きます。
　老川地区の紅葉を見ながら楽しくハイキングをします。多くの皆様のご参加をお待ちしています。
 【実施日】　11月30日（金）※雨天時は、屋内で体操を1時間程度行い、終了となります。　
 【集合時間・場所】　10時　老川基幹集落センター集合
 【行　程】Ａコース（解散予定：14時）
　　　　  老川基幹集落センター～中瀬遊歩道～出世観音周辺（昼食・トイレ）
　　　　  ～老川基幹集落センター　約7ｋｍ
　　　　  Ｂコース（解散予定：11時30分）
　　　　  老川基幹集落センター～小田代～老川基幹集落センター　約3㎞
　　　　  　※Ｂコースは、半日です。歩いた後、解散となります。
　　　　 　 両コースとも、台風等で通行止になるなど、歩くのが不適切となった場合、コースが変更に
　　　　  　なる可能性がありますのでご了承ください。運動靴、長ズボン着用での参加をお願いします。
 【持ち物】　飲み物、タオル　※Aコースの方はお弁当と敷物をご持参ください。

＜お問合せ先＞　健康福祉課　保健予防係　　☎82－2168（内線264）

養老渓谷紅
も み じ

葉まつり

「養老渓谷ハイキング♪～1日老川ウォーク～」
実施のお知らせ
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平成29年度  町の決算のお知らせ

 52億 8,778万 4千円
（前年度比20.8％減）

一般会計

（★印は自主財源）

平成29年度一般会計及び特別会計4会計の決算概要をお知らせします。

歳入 50億 8,646万 8千円
（前年度比20.3％減）歳出

10億9,752万4千円（20.8%）

3億7,996万2千円（ 7.2%）

17億2,838万6千円（32.7%）

9,189万円（ 1.7%）

9,623万4千円（ 1.8%）

6億4,991万3千円（12.3%）

2億9,618万1千円（ 5.6%）

2億9,483万3千円（　5.6%）

2億9,086万1千円（ 5.5%）

3億6,200万円（ 6.8%）

各種交付金
譲 与 税 等

地方交付税

★ 町　　　税

★

★

★

分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料

国県支出金

★ 繰　入　金

★ 繰　越　金

町　　　債

そ　の　他
（寄附金、諸収入、
  財産収入）

8,075万2千円（ 1.6%）

11億7,801万2千円（23.2%）

12億6,524万5千円（24.9%）

4億7,679万9千円（ 9.4%）

1億9,162万1千円（ 3.8%）

7,523万9千円（ 1.5%）

5億3,938万1千円（10.6%）

3億1,649万3千円（ 6.2%）

4億2,864万円（ 8.4%）

4,863万円（ 0.9%）

4億8,565万6千円（ 9.5%）

総　務　費

民　生　費

議　会　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

教　育　費

消　防　費

災害復旧費

公　債　費

このような事業に使われました。歳入の内訳

土　木　費

・ふるさと納税事業 1億 8,541 万 4千円
・国土調査事業 1億 5,591 万 2千円
・住宅建設事業 6,504 万 7千円
・公有財産管理事業 6,295 万 8千円
・道路橋梁災害復旧事業 4,612 万 5千円
・消防機械器具整備事業 3,129 万 7千円
・有害鳥獣駆除対策事業 2,970 万 4千円
・海洋センター屋外施設管理運営事業 2,121 万 6千円
・中学校教育振興事業 1,506 万 5千円

依存財源
59%

★自主財源 
41%
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鉄道経営対策事業基金 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険
歳　入 2,562万5千円 16億9,926万9千円 1億2,062万3千円 11億2,489万9千円
歳　出 2,562万5千円 15億8,300万2千円 1億2,053万円 10億9,466万8千円

町の比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 15% 20%
連結実質赤字比率 － 20% 30%
実質公債費比率 5.3% 25% 35%
将来負担比率 19.9% 350%

土地 2,339,410㎡
建物 61,428㎡
出資金 5億1,001万4千円
基金 34億3,170万5千円

収　入 2億350万円
支　出 2億6,183万5千円
差　引 △5,833万5千円

特別養護老人ホーム事業の数値 基　準
‐%（0%未満） 20%

水道事業の数値 基　準
‐%（0%未満） 20%

収　入 0円
支　出 585万2千円
差　引 △585万2千円

収　入 4億9,636万3千円
支　出 4億8,079万4千円
差　引 1,556万9千円

収　入 9,113万8千円
支　出 2億1,886万円
差　引 △1億2,772万2千円

■ 特別会計４会計の決算は次のとおりです。

■ 土地・建物などの財産の状況は次のとおりです。

■ 財政健全化に関する指標

特別養護老人ホーム事業会計決算の認定

経営健全化に関する指標

○収益的収支

○資金不足比率

○資本的収支

○収益的収支

○資金不足比率

○資本的収支

水道事業会計決算の認定

経営健全化に関する指標

平成29年度企業会計決算のお知らせ

土地…学校用地、庁舎用地、各町有施設用地、町有林等
建物…小中学校、庁舎、町営住宅、各町有施設等
出資金…南房総広域水道企業団などへの出資
基金…財政調整基金や各目的基金

上記４指標とも早期健全化基準以下となり、健全段階にあります。

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化
団体となります。

【お問い合わせ】
　財政課財政係　☎82－2152

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化
団体となります。

（損益勘定留保資金で補填） （損益勘定留保資金で補填）
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　平成31年4月から新しく保育園に入園を希望するお子様の申請受付を下記のとおり行います。平成31年度も引き
続き入園を希望される方は、保育園を通じて継続手続の書類をお配りします。
《入園申請について》
受付日時　11月15日（木）9：00～17：00
受付場所　つぐみの森保育園（老川・西畑地区）☎83－1411
　　　　　みつば保育園（総元・大多喜・上瀑地区）☎82－5530
《持参するもの》
　①認印
　②家族構成等のわかるもの
  （同居しているご家族の生年月日や就労先の住所・電話番号等を記入する欄があります。）
　③出産や家族の介護等の理由で入園を希望する場合は、母子手帳や身体障害者手帳、療育手帳の写し

　新しく入園されるお子様を対象とした1日入園を2月頃予定しています。
　保育園では乳児保育や延長保育、休日保育の実施により、働きながら子育てをしているご家族を支援していま
す。また、冠婚葬祭時や病気、けがなどのときにお子様を一時的にお預かりする一時保育や乳児相談、園庭開放な
ども行っていますので、ぜひご利用ください。
問合せ　教育委員会　教育課　保育園係　☎82－3010

　幅広い世代が利用するコミュニケーションアプリ「ライン」を利用して、おたっきーのスタンプを１６個作成し
ます。大多喜町らしい特色ある台詞を募集しますので、多くのアイディアをお待ちしています。
例　了解やおはようなど日常の言葉、大多喜町の方言、武士の口調、「あるある～」と言いたくなる台詞など。
◆応募方法　氏名、住所、メールアドレス若しくは電話番号、ラインスタンプにしたいコメントを記載してご応募
ください（SNSの場合はコメントのみ可）。どなたでも、何点でも応募できます。
（１）郵便、メール、ファックス、持参
（２）町ホームページ「おたっきーラインスタンプ　応募フォーム」から投稿。
（３）フェイスブック・Twitter・インスタグラムのいずれかで「＃大多喜町おたっきーこれ言って」を付けて投稿。
◆締切り　　１１月２２日（木）まで
◆注意事項　アイディアはオリジナルのものとします。採用する際は別のアイディアと組み合わせ
たり一部改変して使用する場合がありますのでご了承下さい。採用された内容はラインスタンプの
完成をもって発表します。
申込み　企画課　企画政策係　☎82－2112　FAX 82－4461　kikaku@town.otaki.lg.jp

　町では、シティセールスおよびシティプロモーションを推進するため、私たちが住む町を自慢したくなるような
魅力を伝えるブランドメッセージを作成します。町の皆さんの自由な意見を出し合いながら、慶應義塾大学飯盛研
究室大多喜町元気プロジェクトと連携して、地域の魅力や目指すところなど「その地域らしさ」を一言で表すメッ
セージを作ります。住民参加型のワークショップを３回開催するにあたり、１１月１０日に事業説明としてセミ
ナーを開催しますのでぜひご参加ください。メッセージ策定後は、ロゴマークを作り各種宣伝媒体で使用すること
を検討しています。

問合せ　企画課　企画政策係　☎82－2112　 FAX 82－4461　kikaku@town.otaki.lg.jp　

◆日時　１１月１０日（土）１３時３０分～１６時まで
◆場所　役場大会議室
◆内容　慶應義塾大学飯盛研究室大多喜町元気プロ

ジェクトによる講演、ワークショップ
◆対象　大多喜町に関係する方。大多喜町出身であれ

ば現住所は問いません。

来年度の保育園入園申請受付

みんなで作る おたっきーラインスタンプ アイディア募集

大多喜町ブランドメッセージプロジェクト
１１月１０日（土）セミナーにご参加ください

◆定員　５０名
◆申込み　電話、ファックス、メールで以下までお名

前、住所、電話番号を連絡してくださ
い。当日の参加も可能です。
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　大河ドラマ「真田丸」にも出演した草刈正雄さん出演の映画「体操しようよ」が全国で上映されます。
　この映画は、千葉県内の各地で撮影され、本町でも老川地区を中心に今年の春に撮影されました。
　映画の最後に流れるエンドロールには、健康のため日頃から運動をされている町内の運動団体の方々がラジ
オ体操をしているシーンも放映されます。
　千葉県内では、11月9日（金）からイオンシネマ幕張新都心やＵＳシネマ木更津など県内４ヶ所で上映され
ますのでスクリーンでぜひご覧ください。

◆内容
　定年退職をしたものの、仕事一筋であったため近所に知り合いもいない、家族との会話もない。そんな自分
の居場所が見つからない父親（草刈正雄さん）が、ラ
ジオ体操をする地元グループと知り合い生きがいを見
つけて行くという話です。

◆ＰＲ用ＷＥＢ動画も配信しています。
　千葉県フィルムコミッションが制作した映画とロケ
地となった各市町のＰＲ用ＷＥＢ動画にも町内の運動
団体の方々が出演しています。11月1日から配信され
ますのでこちらもぜひご覧ください。
　ＰＲ用ＷＥＢ動画は、町のホームページからご覧に
なれます。

〇問合せ　総務課　文書広報係　☎82－2111

放送時間　毎週月曜日～金曜日の朝7時から7時15分
放  送  局　ＮＨＫ Ｅテレ
◆内容
　子供向け教養番組「シャキーン！」の中で放送される
「シャキーン！ミュージック」のコーナーの撮影が旧上
瀑小学校やその周辺で行われました。
　この撮影には、地元の小学生もエキストラとして出演
していますのでぜひご覧ください。
　11月中旬からおよそ１ヶ月間は、ほぼ毎回「シャキー
ン！ミュージック」のコーナーが放送される予定です。

〇問合せ　総務課　文書広報係　☎82－2111

ラジオ体操90周年記念映画『体操しようよ』　
大多喜町で撮影された映画が11月9日（金）から上映されます

～ 定年退職後のお父さんがラジオ体操を通じて地域デビュー ～

『ＮＨＫ　Ｅテレ　シャキーン！』　
旧上瀑小学校で撮影が行われたシーンが

11月中旬から放送されます
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　町では、不妊治療を行う夫婦の経済的な負担を軽減し、少子化対策を図ることを目的として不妊治療費（特定不
妊治療・一般不妊治療）の助成を行っています。
■特定不妊治療■

（別表）

※ご質問、ご不明なことなどがありましたら、健康福祉課　保健予防係までご連絡願います。（☎８２－２１６８）

■一般不妊治療■

対象者

(1)千葉県特定不妊治療費助成事業の承認決定を受けている方
(2)法律上の夫婦で、両者又は一方が1年以上前から大多喜町に住所があり、今後とも定住す

る意思のある方
　※大多喜町に1年以上住所を有していない場合は千葉県内に1年以上住所を有していれば
　　対象となります

対象治療 体外受精、顕微授精、精子を精巣又は精巣上体から採取するための手術（※男性不妊治療）

助成回数
(1)初回39歳以下の方は通算6回
(2)初回40歳から42歳の方は通算3回
　※年間助成回数及び通算助成期間の制限がありません

助成金額
(1)治療に要した費用から県助成額を除いた自己負担額の1/2以内（下記別表各区分の額を限度）
(2)男性不妊治療は、(1)の額で10万円を限度（※別表Ｃの治療は対象外）

申請期間 原則的に治療が終了した月の属する年度内（4/1から翌年3/31）に申請

申請方法

健康福祉課窓口にて申請
 【必要なもの】①大多喜町特定不妊治療費助成金交付申請書、②千葉県特定不妊治療費助成
承認決定書の写し、③医療機関発行の領収証及び診療報酬明細書、④印鑑、⑤申請者名義の
通帳

対象者

(1)法律上の夫婦で、治療を開始した日の1年以上前から千葉県内に住所を有し、治療日にお
いて両者又は一方が大多喜町に住所があり、今後とも定住意思のある方

(2)夫婦の前年所得の合算額が730万円未満の方
(3)医療保険に加入している方

対象治療 タイミング療法、薬物療法、手術法、人工授精等
　※治療の一環として行われる検査費用を含む

助成回数 (1)タイミング療法、薬物療法、手術法（保険診療）は連続2年間
(2)人工授精等（保険適用外）は連続5年間

助成金額 1組の夫婦に対して原則として自己負担額の1/2以内で、1年度当たり5万円を限度
申請期間 治療を受けた日の属する月の翌月初日から起算して2年以内

申請方法

健康福祉課窓口にて申請
 【必要なもの】①大多喜町一般不妊治療費助成金交付申請書、②大多喜町一般不妊治療医療
機関受診等証明書（医療機関で記入）、③児童手当法施行令による控除が確認できる所得証
明書、④戸籍上の夫婦であることを証明する書類（6か月以内の戸籍抄本）、⑤住民票等住
所を確認できる書類、⑥印鑑、⑦申請者名義の通帳

Ａ　新鮮胚移植を実施 １０万円

Ｂ　排卵から凍結胚移植に至る一連の治療を実施 １０万円

Ｃ　以前に凍結した胚を解凍して胚移植を実施 ５万円

Ｄ　体調不良等により移植のめどが立たず治療終了 １０万円

Ｄ　受精できず、又は胚の分割停止、変性、多精子受精などの異常受精等により中止 １０万円

Ｅ　排卵した卵が得られない、又は状態の良い卵が得られないため中止 ５万円

不妊治療費の助成について
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　林業の仕事をしていたことはありませんか？
　林退共制度に加入していたが退職金をまだ受け取っていない方、加入の有無が不明な方は、下記まで
お問い合わせください。

問合せ　独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業部本部　☎03－6731－2889

　PCB(ポリ塩化ビフェニル)は絶縁性や不燃性等の特性から電気機器に広く使われましたが、発がん性
等のおそれから、PCB廃棄物は適正保管・期間内処理が義務付けられています。
　業務用・施設管理用蛍光灯器具の一部には、PCBを使用した安定器が使われており、その処理期間は
使用中のものを含め、平成３５年３月３１日までです。
　未処理のPCB使用安定器の所在を把握するため、千葉県は、平成３０年１０月よりアンケートを実施
します。
　調査対象者には調査用紙が送付されますので、ご回答をお願いします。
※調査結果は今後のPCB廃棄物等処理の資料として使用します。

調査対象　昭和５２年３月以前に建てられた事業用建物の所有者。
調査内容　照明器具の設置有無、PCB使用安定器の有無他

問合せ　　千葉県環境生活部廃棄物指導課 　 ☎０４３－２２３－４３４４

　○ペットボトル
・キャップをはずし、中身をすすぎ、中身の見える袋に
　入れて出してください。
・キャップはプラマーク製品として出してください。
・汚れている物は、燃えるごみとして出してください。

　○プラマーク製品
・商品についているプラマークを確認して出してください。
・油や異物などで汚れているものや汚れが取れない物は可燃ごみとして出してください。
・コンビニ等の白い袋で出すと中身が見えないため中身の見える透明の袋で出してください。

　間違ったごみの出し方をした場合は回収できないことがありますので皆さまのご協力をお願いします。

問合せ　環境水道課　環境センター係　☎83－0331

林業退職金共済制度（林退共）からのお知らせ

自衛官募集

PCB使用安定器の掘り起こし調査実施について

ごみの出し方について

※別々の
　袋で

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日（期間）

陸上自衛隊
高等工科学校

推　薦 平成31年4月1日現在、
15歳以上17歳未満の男子
で中学校等卒業予定者
及び卒業者

平成30年11月1日～
平成30年11月30日

平成31年1月5日～7日
までの間の指定する1日

一　般 平成30年11月1日～
平成31年1月7日 1次：平成31年1月19日

問合せ　　自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）　☎0475－25－0452

　防衛省自衛隊では、次のとおり陸上自衛隊　高等工科学校生徒を募集します。
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　狩猟期間は11月15日から2月15日までです。狩猟者はマナーを守り、安全な
狩猟に努めてください。
　期間中、山林に入る方は、目立つ服装や、ラジオを携帯するなど、事故防止
にご協力をお願いします。

問合せ　夷隅地域振興事務所地域環境保全課　☎82−2451

　ニホンザルの被害対策や追い払い手法を町民の皆さまに知ってもらうため、「ニホンザル追い払い研
修会」を行います。サルの農作物被害に困っている方やサルの追い払いをしたいけれどやり方が分から
ない方など、少しでもサルの対策に興味のある方のご参加をお待ちしております。この機会にぜひ自分
たちで出来る被害対策を学んでみませんか。

主　催　千葉県環境生活部自然保護課
日　時　１１月１８日(日)　午後１時３０分から
会　場　大多喜町中央公民館　研修室
内　容  【室内講義】ニホンザルの生態・被害対策について
　　　  【野外実習】ロケット花火等を用いた追い払い実習
　　　　　　　　　  テレメータ電波受信実習

問合せ　大多喜町役場産業振興課　☎８２―２１７６
※会場準備の都合上、１１月１４日(水)までに大多喜町役場産業課へ参加の連絡をお願いします。

　１１月は「動物による危害防止対策強化月間」です。次のことに注意して動物による事故や迷惑を防
止しましょう。

▼人がかまれる事故が、平成２９年度は県内で１４５件発生しました。
　・飼い犬が人をかんだ時は保健所へ届け出し、かんだ犬が狂犬病の疑いがないかどうか獣医師の検診

を受けさせることが必要です。
　・犬を飼う場合には事故を起こさないようなしつけ、飼い方をすることが重要です。
　・公園などを含め、犬の放し飼いは禁止されています。散歩は犬を制御できる人が、短い引き綱で行

いましょう。
　・犬は来訪者の届かない場所で飼いましょう。また門や玄関から犬が飛び出さないよう注意してくだ

さい。
▼犬の登録と年１回の狂犬病予防注射は法律に定められた飼い主の義務です。
　動物病院等で予防接種をしましたら、役場で注射済票の交付を行いましょう。
▼猫は屋内で飼いましょう。糞尿や鳴き声による被害を防止でき、感染症等の危険から猫や人を守るこ

とができます。
▼犬猫あわせて１０頭以上飼う場合、保健所への届出が必要です（９１日齢未満の犬猫を除く。）
▼サル・ヘビ・ワニなどの特定動物を飼う場合は、あらかじめ保健所長の許可が必要です。
▼動物には迷子札やマイクロチップをつけるなどして飼い主が分かるようにしましょう。
▼動物は責任をもって最後まで面倒を見ましょう。やむを得ない事情で飼えなくなった場合は、新しい

飼い主を探してください。保健所・動物愛護センターでは飼い主探しをお手伝いします。

問合せ・ご相談　夷隅健康福祉センター（夷隅保健所）　　☎73−0145
　　　　　　　　千葉県動物愛護センター　　　　　　　　☎0476−93−5711
　　　　　　　　役場環境水道課　環境係　　　　　　　　☎82−2067

狩猟期間が始まります

サルの被害に困っていませんか？

動物による危害防止対策強化月間
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　房総は江戸のお膝元であり、徳川譜代の重臣が中小大名と
して配置され、その領地はめまぐるしく転換させられまし
た。本展はそうした房総ゆかりの大名や家臣の所用した甲冑
を展示し、その由来と様式意匠について紹介します。
　記念講演会には東大教授、本郷和人先生をお招きします。

日　時　11月11日（日）13：30～15：30　
　　　　※企画展は10月26日（金）～12月9日（日）まで開催
講　師　本郷和人先生（東京大学史料編纂所教授）
演　題  「中世の房総を地理から考える」
定　員　先着40名（参加無料）（電話で事前に申込ください）
問合せ　千葉県立中央博物館大多喜城分館　☎82−3007

大多喜城分館　企画展「房総ゆかりの甲冑」

紅
くれない

  中
なか

 黒
くろ

 糸
いと

 威
おどし

 丸
まる

 胴
どう

 具
ぐ

 足
そく

（個人蔵・千葉県指定有形文化財）

　町の魅力・課題を、住民の方の視点で掲載できるよう、町民記者を募集します。
　ボランティアで取材と撮影を行い、「町を考えるきっかけ」になる記事を作り、町への興味をさ
らに持ってもらうことを目的に活動します。
　5名以内で構成され、１か月につき１人の記事を「広報おおたき」に掲載します。

◎活　動　概　要　⒈連絡会議で広報紙へ載せたい内容を協議
　　　　　　　　　⒉取材等を行い、記事と写真を役場へメールもしくは印刷物で提出
　　　　　　　　　⒊必要に応じて記事内容の調整を行う
　　　　　　　　　⒋広報紙で発信
◎掲載できる内容　イベントやおすすめスポットの紹介など
◎掲載できない内容
　個人や団体の意見及び宣伝に関するもの／政治活動又は宗教活動に関するもの　など
◆募集人数　２人
◆任期　　　委嘱の日から年度末日まで（再任可）
◆費用　　　機材、交通費等の活動経費は全て自己負担となります。
◆報酬など　なし
◆応募資格
⒈満１８歳以上で町内に在住、在勤、又は在学する方で、次の条件を満たしている方とします。
　⑴年に１回程度開催する連絡会議に出席できる方
　⑵ボランティアとして、町内の各種団体又は町民の活動、イベントを取材し、文書記事及び写真
　　記事を作成し、町に提供できる方
　⑶広報活動に深い関心を有し、公平な立場で記者の職務を遂行することができる方　など
⒉次の条件の方は応募できません。
　記者の身分を利用して営利活動などを行うおそれがあると認められる方　など
◆応募方法　応募申込書（A4用紙2枚）に必要事項（動機など）を記入の上、郵送、メール又はご
持参ください。申込書は、町ホームページから取得するほか、役場、老川・西畑出張所に用意して
あります。
◆応募期間　　随時
◆選考の方法　志望動機の内容等から検討します。※詳しくはホームページをご覧ください。

問合せ　総務課　文書広報係　☎ 82−2111　FAX 82−4461　メール　soumu2@town.otaki.lg.jp

地域の“好きな所”“好きな人”を広報紙で発信しませんか？
大多喜町町民記者を募集します
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　火災発生時における消防機械器具の操作要領および無線機における伝達要領を習得し、消防団
員の技術・知識の向上と隣接分団の連携強化を図ることを目的に、第２分団の一部（総元地区隣
接部）と第３分団（総元地区）の団員総勢62名による合同中継訓練を第３分団管内の大戸地先で
実施しました。
　当日は、夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部勝浦消防署大多喜分署の荒木分署長以下消防
署員の指導のもと、野焼き中に強風にあおられ、近くの田に飛び火した林野火災の発生を想定
し、旧総元小学校付近の夷隅川の自然水利から取水、高低差20メートル、総延長900メートル超
の間をポンプ自動車１台、小型動力ポンプ６台による中継放水を行い、計器確認、ホース展張、
機械器具の操作要領を訓練しました。
　団員は、高低差、遠距離など山間部特有の地理的条件における無線操作要領、ポンプ車および
小型動力ポンプの機械操作の技術・知識を習得するとともに遠距離での消火活動の厳しさを体感
しました。今後も我々消防団は訓練を重ね、地域住民の皆様の生命・身体・財産を守るため活動
していきます。

第二分団　分団長　佐久間　重行
第三分団　分団長　渡邉　勇司　

消防団リポート
“第２分団・第３分団による合同中継訓練を実施！！”

（平成３０年８月３１日開会）

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎８６−６６００

平成30年第２回夷隅郡市広域市町村圏事務組合
議会定例会議決結果

議案番号 件　　　　　名 採決結果

議案第８号

平成30年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第１号）について

可　決ちば消防共同指令センター機器更新事業を２か年に亘り実施するため、継続費を設定
しました。

議案第９号

平成29年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算認定について

認　定平成29年度一般会計歳入歳出決算（歳入2,154,856,833円、歳出2,007,400,955円）
を認定しました。

広報おおたき No.602　H30.10.24 14



　必要な手続きをお忘れになっていませんか？

⒈健康保険の二重加入にご注意ください。
国民健康保険と社会保険（協会けんぽ、共済組合など）と両方の保険証がある方は、二重加入している
可能性があります。社会保険に加入した方もしくは、家族の社会保険の扶養になった方は、国民健康保
険の資格喪失の届出が必要です。
資格喪失の届出をしないままでいると・・・支払う必要のない国保税が課税され続けてしまいます。

⒉家族の社会保険（協会けんぽ、共済組合など）の扶養に入れる場合があります。
国保に加入している方の収入が少ない場合、社会保険の被扶養者として認定される
場合がありますので、勤務先の健康保険担当者に確認してください。

⒊国民健康保険と社会保険の保険料の算定の違い
国民健康保険税は、扶養する人が一人増えるごとに税額が増えます。
社会保険は、扶養する人が増えても保険料は変更しません。

問合せ　税務住民課　保険年金係　☎８２−２１２２

国民年金保険料は口座振替・
クレジットカード納付が便利でお得です！

　国民年金保険料の納付には、口座振替・クレジットカード納付がご利用になれます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引される「早割制
度」や、現金納付よりも割引額が多い「6か月前納」「1年前納」「2年前納」もあり大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参の上、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。
　クレジットカード納付は、当月分保険料を当月末にクレジットカード会社が立替納付します。「6
か月前納」「1年前納」「2年前納」は現金納付と同じ割引額となり、納め忘れがないので便利です。
　クレジットカード納付をご希望の方は、納付書または年金手帳、クレジットカードを持参の上、年
金事務所へお申し出ください。カード名義人が本人・配偶者以外の場合は、カード名義人の同意書の
提出が必要となります。

問合せ　千葉年金事務所　☎043−242−6320

みんなの年金

国税（所得税、消費税、相続税、贈与税など）
○インターネットでの相談 ⇒ 国税庁ホームページ

　詳しくは タックスアンサー 

○税務署での面接相談 ⇒ 事前予約制
　茂原税務署では直通ダイヤルを設置しています。面接相談日時の予約や担当部門が分かってい
る際にはぜひご利用ください。
≪各部門の直通番号≫　管理運営第１部門　☎0475−22−2183
　　　　　　　　　　　徴収部門　　　　　☎0475−22−2274
　　　　　　　　　　　個人課税第１部門　☎0475−22−8356
　　　　　　　　　　　資産課税部門　　　☎0475−22−8360
　　　　　　　　　　　法人課税第１部門　☎0475−22−8396

○電話での一般相談 ⇒ 電話相談センター
　管轄の税務署に電話（茂原税務署0475
−22−2166）の上、自動音声ガイダンス
に沿って「１」番を選択

国民健康保険の適用適正化月間です

手続きに
必要なもの

●国民健康保険被保険者証　●新たに加入した社会保険などの保険者証
●窓口に来る方の印鑑　　　●窓口に来る方と届出する方の個人番号のわかるもの
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　大多喜高校野球部では、「社会で活躍できる人材育成」を大きな目的としています。厳しい練習での
忍耐力やルールやマナーを重んじる礼儀、目標に向けて努力する計画力、そして仲間や家族など関わる
人を大切にする温かい心など、人としての在り方生き方を追い求めながら日々活動に励んでいます。
　今回は、野球部が取り組んでいるトレーニングをいくつかご紹介したいと思います。１つ目は、メ
ディシンボールを使った体幹トレーニングです。５kgのメディシンボールの重みに耐えながら、腹直
筋や腹斜筋といった筋肉を鍛えています。2つ目は3人１組で行う、腿の裏（大腿二頭筋）を鍛えるト
レーニングです。選手は時折「ヤバイ！」「ウォー！」など、悲鳴に近い声を上げています。そんな時
は仲間のかけ声が大きな力となります。「最後までやり切ろう！」「踏ん張れ！」など、仲間を鼓舞す
る声も飛び交っています。トレーニングを通して、身体を鍛えると同時に、チームの絆や一体感を深め
ることを大切にしています。
　大多喜高校野球部の活動が大多喜町の活性化に貢献できるよう、努力して参ります。今後とも応援よ
ろしくお願いします。

　「ふわっと泡立っていてクリーミー！」私たち大多喜高校茶道部の点てるお茶は、皆様にそう言って
喜んでいただいています。もちろんそれは、楽しく厳しくご指導してくださる茶道裏千家の渡辺宗惠先
生のおかげです。お稽古は週２回ですが、地域行事へも積極的にお手伝いに出かけて腕を磨いていま
す。例えば、大多喜城でのさくらまつり、お城まつり、企画
展でのお茶席です。また、海外からのお客様にもお手前の披
露やお茶席の提供などをしています。
　写真は、茂原の三矢菓子店の方のご指導で和菓子作りを学
んでいるところと、そのあと教室で立礼（りゅうれい）式の
お茶会をしているところです。和食がユネスコ無形文化遺産
に登録されましたが、その中に和菓子も含まれるそうです。
季節の風物が、写実的あるいは抽象的な方法で色鮮やかに表
現されている和菓子と共に、これからもお稽古に励み、地域
活動や日本文化の伝承に貢献できるよう頑張ります。　　　

野
球
部

茶
道
部

いいね！がいっぱい部活動�　大多喜高等学校
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町 記 レ民 者 ポ ー ト
５名の町民記者が、
毎号１人ずつ身近な話題を取材します！ 第19回 片田直久さん（泉水）

決して古びない自由な詞と曲
〜「西小学校校歌」で歌われるもの〜

　「みんな来て」──そんな歌い出しの校
歌をあまり知りません。大多喜町立西小学
校校歌。作詞を手掛けたのは詩人でフラン
ス文学者の宗左近（1919～2006）です。
　型破りなのは冒頭だけではありません。
〈魚の形した光〉〈虹の子〉〈いのちの
瞳〉〈夢の畑〉〈不思議な宝石〉と、その
後も左近の絵心は炸裂し続けます。こんな
歌詞を友達と一緒に歌える西小の子どもた
ち。はっきり言ってうらましすぎます。
　静岡市立南部小学校「夢までも」や中野
区立上鷺宮小学校「いのち」をはじめ、宗
は数多くの校歌を残しています。副題が付
いているあたり、らしさが感じられます。

　「夢までも」で初めてコンビを組んだのが作曲家・三善晃（1933～2013）です。これをきっかけに交
流を深め、２人は校歌や合唱曲をたくさん作っています。
　三善は子供の頃からピアノやヴァイオリン、作曲などを学んでいます。ただ、東京大学文学部仏文科に
進みました。ここにも宗とのつながりが感じられます。
　西畑小が校歌を制定したのは1979年。戦後、町村合併によって1954年に大多喜町立西畑小学校へと改
称されてから25年目でした。
　大多喜小学校の校歌を作ったのは古関裕而・西条八
十のコンビ。どちらかというと、ポピュラー、大衆音
楽の香りがします。これに対し、宗・三善の二人は現
代詩人とクラシック作曲家の正統派といえます。なか
なか興味深い対比ではないでしょうか。
　宗は市川市に長く住み、死後、蔵書は同市に寄贈さ
れています。2014年に亡くなった妻・香の遺言に基づ
き、預金や著作権など夫婦の遺産は寄贈されました。
　三善は晩年、現代音楽の「重鎮」と見なされる地位
に上り詰めてからも、軽やかな作風が変わることはあ
りませんでした。生涯、反戦を貫いたことでも知られ
ます。
　権威を嫌い、自由を尊ぶ。宗や三善がフランスの文
物から学んだものの一つにそんな姿勢があるかもしれ
ません。西小校歌の中にも、そんな二人の姿勢がとこ
ろどころで顔をのぞかせているようです。
　来年は宗左近の生誕100周年に当たる年。夢の畑か
ら見上げる空はフランスをはじめ、さまざまな国につ
ながっています。決して古びない詞と曲は今も息づい
ています。

西小学校

西小学校歌詞

宗左近記念室が設置されている
北九州市立戸畑図書館
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地域包括支援
センター

だより
No.135

高齢者虐待を防ぎましょう

地域のみなさまへ

高齢者虐待とは

　介護を続けていく上で、高齢者虐待の防止は重要な課題の一つで
す。虐待は決して特別な人や特別な環境によってのみ発生するもの
ではありません。大多喜町においても虐待と思われるケースが発生
しています。誰もが直面するかもしれない問題です。

　高齢者虐待は早期に発見することで虐待の深刻化を防ぐことがで
きます。通報は虐待を受けている高齢者を守るだけでなく、虐待
をしてしまう人も助けることになります。
　「大声で高齢者を怒鳴りつける声が聞こえる」「説明のできない
アザや傷などが頻繁に見られる」「訪問されることを嫌がる」な
ど、様子がおかしいと感じた場合は、ご連絡をお願いします。
　また、介護者が疲れやストレスを感じているようであれば、積極
的に声を掛けましょう。高齢者や介護者が孤立しないよう、地域で
見守ることが大切です。

次のような、高齢者の尊厳を損なう行為をいいます。
1　殴る蹴るなどの暴力（身体的虐待）　　　4　悪い環境で放置する（介護　世話の放棄）
2　叱りつける　無視する（心理的虐待）　　5　わいせつな行為をする（性的虐待）
3　年金などを無断で使う（経済的虐待）　 

相談連絡窓口　健康福祉課介護保険係　地域包括支援センター　☎︎82ー2168　内線266

大多喜町戦没者慰霊巡拝のお知らせ

　町では老川、西畑、総元、大多喜、上瀑地区に建立された戦没者慰霊碑の巡拝を挙行していま
す。これは年々高齢化するご遺族の皆様に、遠路ご足労いただくことなく戦没者の追悼と恒久平
和を祈念するために大多喜町遺族会のご協力のもと実施しているものです。
　今年度も下記のとおり慰霊巡拝を挙行しますので、戦没者ご遺族の皆様のご参加をお願いします。

○開催日　11月13日（火曜日）雨天決行
○開催日程

※当日は紺系統の平服で、白ワイシャツまたは白い襟付きのシャツ（ブラウス）、男性は黒ネクタイ
着用でご参加ください。

問合せ　　健康福祉課　社会福祉係　☎︎82ー2168

上瀑地区慰霊碑参拝
（大宮神社下）
11:20～11:40

大多喜地区慰霊碑参拝
（夷隅神社境内）
10:50～11:10

総元地区慰霊碑参拝
（部田徳性寺境内）

10:20～10:40

西畑地区慰霊碑参拝
（西小学校校庭脇）

9:50～10:10

老川地区慰霊碑参拝
（旧老川小学校校庭下）

9:20～9:40
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　歯の健康は元気の源。人生８０年時代の健康生活の秘訣です。
　口腔ケアの基本は、毎日のセルフケアと定期的なプロフェッショナルケアの両輪で行うこと
です。皆さんも自分の歯や歯ぐきの健康状態を見直してみませんか？
○セルフケア（自分自身が行う毎日のケア）
　・丁寧に歯を磨きましょう
　・よく噛んで食べましょう
　・健康のために栄養バランスの摂れた食事を心がけましょう
　・自分の口の中を観察しましょう（セルフチェック）
　・禁煙しましょう
○プロフェッショナルケア（かかりつけ歯科医で定期的に行うケア）
　・定期的に歯科健診を受けましょう
　・自分に合ったブラッシング方法を教わりましょう
　・歯のクリーニング（歯石除去、歯面研磨など）を受けましょう
問合せ　健康福祉課　保健予防係　　☎　８２－２１６８（内線２６４）

( 保健事業予定表 )11 〜 12 月

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  けんこうカレンダー

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談
11/7

☆9:30～11:00 保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成29年10月、平成30年
3月、6月生まれの方には個別に通知します）

12/5 乳幼児とその保護者（対象月の平成29年11月、平成30年
4月、7月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診
12/13

☆13:00～13:15
保健センター

平成29年4月1日～平成29年5月31日生まれの方
3歳児健診 ☆13:15～13:30 平成27年5月1日～平成27年6月30日生まれの方

おひさまキッズ
11/20

13:30～15:30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
12/18

赤ちゃん計測会 11/29 10:00～11:30 保健センター 生後１～3か月のお子さんとその家族（対象者の方には個別
に通知します）

離乳食教室 12/6 10:00～11:30 保健センター 乳幼児とその保護者（対象月の平成30年1月、2月生まれの
方には個別に通知します）

☆子どもの事業☆

行事名 日時 場　所 対　象　者

からだいきいき塾 11/7・21・12/5・19 14:00～16:00
保健センター ※事前に申し込まれている方

大人の脳トレ教室 11/2・9・16・30 14:00～16:00

☆高齢者の事業☆

 【お問い合わせ】
〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター　TEL：73-0145　　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　　HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談） 毎月第1・第3木曜日 14:00～15:30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談 電話相談(月曜日～金曜日)
面接相談(毎週水曜日)

9:00～17:00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日 9:30～11:00 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

おおたきウォーク♪
11/30

☆10:00
老川基幹集落センター ウォーキングを行いたい方

※11/30は「1日ウォーク」として、老川地区の紅葉を見な
　がら歩きます。詳細は５ページをご覧ください。
※雨天の場合は、室内で体操を行います12/21 旧総元小学校

☆大人の事業☆

１１月８日は「いい歯の日」です
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子 て 信育 通 №54

子育て支援センターからのお知らせ

【お問い合わせ・ご予約先】
  ひだまり(みつば保育園)　　　８２－５５３０
  あおぞら(つぐみの森保育園)　８３－１４１１

≪１１月６日(火)　出前保育≫
・場所・・・上瀑ふれあいセンター　
・時間・・・１０時～１１時　

≪１１月１５日(木)　リトミックで遊ぼう♪≫
・場所・・・みつば保育園
・時間・・・９時３０分～受付 １０時～開始
※１１月１３日(火)までに予約してください。

≪１１月２０日(火)　トットくらぶ≫
・場所・・・みつば保育園・つぐみの森保育園
・時間・・・９時３０分～受付 １０時～開始
（保育園の同学年のクラスに入ろう）

≪１１月１３日(火)　出前保育≫
・場所・・・味の研修館　　　　　　　
・時間・・・１０時～１１時

友だち大すき！すみれ組
　男の子9人、女の子13人、計22人のすみれ組
は毎日元気いっぱい！！
　初めのうちは、なかなか遊べなかったお友
だちとも、毎日の活動や散歩、暑い夏の水あそ
び、泥んこあそびや県民の森への遠足、運動会
など様々な体験を通して、仲間意識が芽生え、
今では、「遊ぼう」と誘いあって遊べるように
なってきました。
　男の子は、カラーブロックでバイクやタワー
を作ったり、ウルトラマンごっこが大好き。
今、女の子は、パズルとままごとに夢中です。
ちびっ子保育士もたくさんいて、絵本を読んで

「砂山登ったよ～」

「すみれ組のウルトラマンヒーロー」 「ままごと楽しいです」 「イエーイ！！」

くれたりして、頼もしいです。
　時々はケンカもあるけれど、そんな時「ごめんね」「いいよ」と自然に優しい言葉が聞こえてく
るステキなクラスです。 
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喜 さ ん ぽ大 多
～町の文化や自然の豆知識をご紹介します～

おめでとう11月生まれ ●誕生日の思い出に（0 〜 3 歳のうちに１回）
●掲載希望者は誕生月の 2 カ月前までにご連絡
　ください。　　　　　　　　　  ☎ 82-2111

古
こ や ま

山　桜
さ な

菜 さん

大多喜小
１年

井
い も り

守　琉
る い

唯 さん

大多喜小
１年

　わたしは、どうぶつがだいすきなので、おお
きくなったらトリマーになりたいです。からだ
をきれいにあらったり、けなみをととのえてあ
げたりしたいです。

　ぼくのゆめは、けいさつかんになることで
す。いつもみんなのことをまもっていてかっこ
いいからです。そして、しろバイにのれるよう
になりたいです。

　明治以降、幹線道路の整備が進むにつれて
次第に尾根道は廃れていきますが、戦後に於
けるガスの普及また電化に加え、木材不況が
続くようになると薪・炭山に加え山林経営そ
のものが困難となり、尾根道はおろか山道も
荒れていきます。大多喜―市原南部へ抜ける
尾根道を知る年配者の話では、昔は道に沿っ
て松並木があり、富士山もよく見えたという
ことです。道の辺の草花や山神社、峠の茶屋
など、まさしく浮世絵の景観と道中記の世界
が存在したのです。
　翻

ひるがえ

って今日では町場を迂回するバイパス
から高速道路まで、利便性のなかで人々は
動いています。しかし、効率を求めるあま
り、そうでないものや乗り遅れた地域は捨
てられるか過疎のなかに取り残されるこ
とになります。砂漠とオアシスは対極です
が、実は共存しているのです。進む「道」
は一つとは限りません。要はその地域に
合った道かどうかです。

第4回　―尾
お ね

根道
みち

④―

河野 伸
しん

次
じ

郎
ろう

 ちゃん
（２歳）

( 展輝さん・玉枝さんの次男 )
 下大多喜

（ママからの一言）
　2 歳おめでとう。お兄ちゃんと走ったり、ジャンプしたり、
毎日元気いっぱい。たまにケンカもするけど、一緒に遊ぶのが
大好き。これからも、笑顔をたくさんみせてね。

酒井 光
ひ か り

凛 ちゃん
（３歳）

( 貴光さん・智尋さんの三女 )
 堀之内

（ママからの一言）
　いつもニコニコ笑顔のひかりん J。3 才のお誕生日おめで
とう
　お話もたくさんできるようになって、周りの皆を和ませて
くれています。
　これからの成長も家族皆が楽しみにしているよ♬
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インドアゴルフ練習場
一年中、快適にゴルフ練習が出来ます！
レッスン・ゴルフ工房・弾道測定機

冷暖房完備！グリーン１０ｍ練習も出来ます！

ジャンプ  アップ  ゴルフ
ホームページ

町
長
日
誌（
9
月
）

とくとく商品券の抽選
商工会より

豪華客船「ぱしふぃっく びいなす」
木更津港入港記念イベント

千葉県生涯大学校
外房学園祭について

善意の心をありがとうございます

秋の全国火災予防運動

日時　平成30年11月9日（金）　
　　　10時～13時
　　　（木更津港出港12時予定）
内容　よさこい、木更津総合高校

吹奏楽部・和太鼓部、ちびっこ
船長記念撮影等

　先着150名様には記念缶バッ
ジ無料進呈

※詳細については、木更津市公式
ホームページをご覧ください。

問合せ
　木更津市経済部観光振興課　

☎0438−23−8079

　楽しい学園祭を計画していま
す。ぜひご来場ください。
日時　11月17日（土）
　　　10時～16時まで
　　　18日（日）10時～15時まで
入場　無料
展示　切り絵、絵手紙、書道、園芸

品、陶芸作品など
販売　園芸（野菜・花苗）、陶芸作

品など
体験　グランドゴルフ、スポーツ

吹き矢、書道、健康麻雀など

〈平成30年7月豪雨災害義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役 岩瀬秀子　お客様167名 様

〈平成28年熊本地震災害義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役 岩瀬秀子　お客様167名 様

〈東日本大震災義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役 岩瀬秀子　お客様167名 様

〈平成29年九州北部地方大雨災害義援金〉
・コレット商事（有）
　取締役 岩瀬秀子　お客様167名 様

〈北海道胆振東部地震災害義援金〉
・Ｓ．Ｉ　様
・匿名　１件

〈社会福祉協議会福祉基金〉
・匿名１件　50,000円

　商工会では、町からの補助を受
け、町内における消費需要の喚起
を目的に10％のプレミアム付き商
品券「大多喜とくとく商品券」の
発行を例年行っています。
　今年は事前予約受付を8月27
日から9月7日までの期間で行っ
たところ、商品券の発行総額
2，200万円に対して、申込総
額3，055万円と多くの町内外
の世帯から申込みがあり、購入
予定者は抽選によって決定する
ことになりました。
　多くの世帯の皆様から商品券の
申し込みを頂きましたことに御礼
を申し上げますとともに、ご理解
頂きますようお願いいたします。
問合せ　商工会　☎82−2538

大多喜町ふるさとづくり寄附金（９月分）
・申込件数　393件
・申込金額　21,095,000円
・なお、ホームページには寄附を公
表してもよいという方の氏名を掲載
しています。こちらもご覧ください。

4
日　

議
会
定
例
会
９
月
会
議
（
１
日
目
）

5
日　

議
会
定
例
会
９
月
会
議
（
２
日
目
）

7
日　

メ
キ
シ
コ
大
使
館
訪
問

8
日　

景
観
セ
ミ
ナ
ー

10
日　

敬
老
祝
い
訪
問

11
日　

総
務
文
教
・
福
祉
経
済
合
同
常
任
委
員
会
協

議
会

12
日　

福
祉
経
済
・
総
務
文
教
合
同
常
任
委
員
会
協

議
会

13
日　

敬
老
祝
い
訪
問

　
　
　

議
会
議
員
全
員
協
議
会

14
日　

議
会
定
例
会
９
月
会
議
（
最
終
日
）

15
日　

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

16
日　

町
消
防
団
長
就
任
祝
賀
会

18
日　

産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

20
日　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
動
式

21
日　

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
実
行
委
員
会
要
望
活
動

25
日　

満
１
０
０
歳
祝
い
訪
問

26
日　

千
葉
県
生
涯
大
学
校
学
生
へ
の
講
義

27
日　

面
白
峡
遊
歩
道
説
明
会

28
日　

交
通
安
全
祈
願
並
び
に
物
故
者
慰
霊
法
要

　
　
　

大
多
喜
お
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

芸能　銭太鼓、南京たますだれ、
詩舞など

問合せ
　外房学園茂原校舎（茂原市本

小轡319−1）
　☎0475−25−8228

・平成31年3月卒業見込みの高
校生・専門・短大・大学生

・参加費無料、履歴書不要、服
装自由です

特典　先着50名様にプレゼント
あります

問合せ
　事務局／障害者支援施設
　ピア宮敷（担当：内野）
　☎87−9631

　11月9日（金）から11月15日
（木）まで「秋の全国火災予防運
動」が実施されます。
　火災は、ちょっとした不注意か
ら起こっています。中でも焚き火
の拡大や、タバコからの出火事例
が多く発生しています。火の取り
扱いには十分注意してください。
問合せ先　夷隅郡市広域市町村

圏事務組合消防本部
　予防課　☎80−0132

忘れてない？ 
サイフにスマホに火の確認
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物解体建 見積
無料

学校・子ども会資源回収対応致します。
連絡先 ホームページ㈲妻本商店 妻本商店

検索鴨川本社 ０１２０-077-261

大多喜県民の森行事予定

福祉のしごと
isumiで働こう！

平成３１年度
千葉県生涯大学校学生募集

町民カレッジ参加者募集

 「プリザーブドフラワー講座」
日時　11月24日（土）
　　　午後１時30分～
場所　中央公民館２階　研修室
講師　フラワーコーディネーター
　　　志関二三代　先生
対象　町内在住・在勤の成人の方
定員　20名
参加費　1人2,500円（材料費）

 「クッキングスクール」
日時　12月8日（土）
　　　午後1時30分～
場所　中央公民館　調理実習室
内容　クリスマスケーキづくり＆

アイシングクッキーづくり
講師
　役場健康福祉課
　金坂直子管理栄養士
　Glam～グラム～實方輝世氏
対象　町内在住・在勤の成人の方
定員　16名
参加費　1人500円（材料費）

申込み・問合せ
　中央公民館　☎82−3188

 『凧づくり教室』
日時　11月17日（土）
　　　9：30～11：30
実施内容
　従来の和凧とは、ひと味違った

創作和凧のシンプル凧作りを
学びます。

募集人員　10名
参加費　400円

 『竹の作品展』
日時
　11月17日（土）～12月1日（土）
　9：00～16：30
実施内容
　伝統的な竹細工を手掛ける著

名な方々の作品を展示します。
参加費　無料

問合せ
　大多喜県民の森管理事務所
　☎82−3110

応募条件
　健康、仲間づくり、社会参加に

興味のある千葉県在住の方で、
原則として60歳以上の方

 「夷隅地域　福祉施設・事業所
  合同就職面談会」
日時　11月17日（土）・18日（日）
　　　9時30分～12時30分
会場　夷隅文化会館
　　   （いすみ市深谷1968−1）
主催　千葉県福祉人材確保・定

着夷隅地域推進協議会
参加
・福祉のしごとをお探しの方、

転職をお考えの方

募集期間
　11月9日（金）～12月28日(金)
願書配布場所
　生涯大学校各学園、各市町村

高齢者福祉担当課各地域振興
事務所、県庁高齢者福祉課

※郵送希望者は、140円切手を
貼った返信用封筒（角２）を同
封し、下記へ郵送

問合せ
　〒260−0801
　千葉市中央区仁戸名町666−2
　千葉県生涯大学校事務局　
　☎043−266−4705
※県庁ホームページからも入手で

きます。
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・SYNCHRONICITY 　　THE　POLICE（歌）

①図書館で、仮パスワードを発行します。（図書館にお立ち寄りくだ
さい）

②大多喜町ホームページの図書館のページを開き、資料を探す
（仮）にアクセスします。https://www.lib100.nexs-service.jp/otaki/
webopac/index.do  のURLからもアクセス可。

③お探しの資料等を検索します。（ひらがな検索推奨※漢字や英数字だと半角全角
や環境依存文字の違いでヒットしづらい）例「斎藤」「齋藤」など

④「カートに入れる」のボタンをクリックし、「予約する」のボタンをクリック。
⑤利用者番号は、図書館利用カード番号（半角数字７桁）の数字を入力してください。
⑥パスワード（半角英数字・４‐8桁）を入力してください。初めての予約は、図

書館で発行した仮パスワード。
　※仮パスワードは使い捨てなので、必ずパスワードの変更をお願いします
⑦内容を確認する画面に切り替わるので、ご連絡方法「電話」を選び、「次に進

む」をクリック。※この時点では、予約は完了していません
⑧「予約する」をもう一度クリックし、「予約完了」をクリックします。
　※「予約完了」をクリックしてようやく予約したことになります。

おはなし会・えいが会（子供向け）
11月18日（日）10時30分から
■おはなし会　内容
・だいこんどのむかし・まつぼっくり
・かぜのかみとこども（紙芝居）
・ハリーのセーター
■えいが会　14時から

休館日：5日、12日、19日、26日、30
日（図書整理日）

凍てつく太陽　　　葉真中 顕（著）

　昭和20年、終戦間際の北海道・室蘭。
陸軍の軍事機密をめぐり、軍需工場の関
係者が次々と毒殺される。
　アイヌ出身の特高刑事・日崎八尋は、
先輩刑事とともに捜査に加わるが…。

１１月３日は文化の日です。
読書文化を大切に。

・火影に咲く　　　　　　　　　木内　昇（著）
・神に守られた島　　　　　　中脇　初枝（著）
・「幻の東京オリンピック」の夢にかけた男
　　　　　　　　　　　　　　古城　庸夫（著）
・この世界で君に逢いたい　　藤岡　陽子（著）
・極上の孤独　　　　　　　　下重　暁子（著）
・続かないあなたのためのやせる５秒筋トレ
　　　　　　　　　　　　　　　松井　薫（著）

コ
ス
モ
ス
に
迎
え
ら
れ
立
つ
無
人
駅

　
　平
本

　正
子

雨
上
が
り
虫
の
音
す
だ
く
夕
餉げ

時

　
　井
守

　千
鶴
子

 

蜩
ひ
ぐ
ら
しや

は
た
と
鳴
き
け
り
雨
上
が
る  

　伊
吹

　万
里

先
客
と
間ま

を
あ
け
て
座
す
秋
の
海

　
　小
泉

　多
香
子

遠
く
よ
り
鐘
の
音ね

届
く
今
朝
の
秋

　
　
　鋤
柄

　直
紀

畑
草
に
ま
け
ず
育
ち
し
胡
麻
あ
ま
た

　薄
紫
に
丈
高
く
咲
く

　
　
　
　
　
　
　磯
野

　芳
枝

　

　
　
　
　
　
　
　

娘
と
の
長
き
会
話
を
電
話
に
て

　終
へ
れ
ば
星
座
西
に
傾
く

　
　
　
　
　尾
髙

　節
子

　

　
　
　
　
　

人
の
親
と
呼
ぶ
に
は
哀
し
き
若
夫
婦

　五
歳
の
結
愛
ち
ゃ
ん
書
き
た
る
謝
罪

　君
塚

　善
利

　

雑
草
の
お
ふ
る
裏
庭
ゆ
く
り
な
く

　う
す
べ
に
色
の
よ
じ
り
花
咲
く

　
　
　齊
藤

　幸
子

平
成
が
三
十
年
経
る
区
切
り
と
ぞ

　齢
か
さ
ね
来
し
道
程
お
も
し

　
　
　
　斎
藤

　松
枝

新 刊紹介

11月のスケジュール
本だな

大多喜図書館天賞文庫だより
☎82－2459

寄贈本

新規ＣＤ

寄贈ＣＤ

インターネット検索・予約の方法の手順

お
す
す
め
本

・秋篠宮悠仁さまご誕生　　　朝日新聞社（出版）
・昆虫戯画びっくり雑学事典　　丸山　宗利（著）
・しゃべれどもしゃべれども　佐藤　多佳子（著）
・出星前夜　　　　　　　　　　飯嶋　和一（著）
・始祖鳥記　　　　　　　　　　飯嶋　和一（著）
・ざんねんな名言集　　　　　　真山　知幸（著）
・ゆーポンとあそぼ！！　　おぐら　ただし（著）

・SEKAI NO OWARI ENTERTAINMENT
SEKAI NO OWARI（歌）
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ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 木 （びん）

2 金 （可燃）

3 土 第３４回大多喜町文化祭 中央公民館 9:30～

4 日

5 月
農業委員会 大会議室 14:00～

（可燃）
心配ごと相談（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00

6 火 出前保育 上瀑ふれあいセン
ター 10:00～11:00 （ペット）

7 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

8 木 ひまわり会 福祉センター （紙類・衣類）

9 金 （可燃）

10 土
ジュニアスポーツクラブ 海洋センター 9:00～

'18産業フェアーinおおたき たけゆらの里 9:00～14:00

11 日 （休日受付）

12 月 （可燃）

13 火 出前保育 味の研修館 10:00～11:00 （ペット）

14 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

15 木 リトミックで遊ぼう♪ みつば保育園 9:30～11:00 （缶類）

16 金 （可燃）

17 土

18 日

おはなし会 図書館 10:30～

えいが会 図書館 14:00～

子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

19 月
心配ごと相談（結婚相談、人権相
談、行政相談、年金相談、労災、
雇用保険相談）

福祉センター 10:00～15:00 （可燃）

20 火 トットくらぶ 各保育園 9:30～11:30 （ペット）

21 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

22 木 ぬくもり給食会 福祉センター 11:30～ （不燃）

23 金

24 土
ジュニアスポーツクラブ 海洋センター 9：00～

町民カレッジ「プリザーブドフラ
ワー講座」 中央公民館 13：30～

25 日 （農機具受付）
9:00～12:00

26 月 心配ごと相談（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00 （可燃）

27 火 おもいやりの会(総元） 福祉センター （ペット）

28 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

29 木 （紙類・衣類）

30 金 （可燃）

11月 霜
しもつき

月
November

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

人口と世帯
平成３０年10月１日現在

人　口 ９, １６５人 （−９）
男 ４, ４６９人 （−８）
女 ４, ６９６人 （−１）

世帯数 ３, ８０４世帯 （＋２）
（　）は、前月比

慶　弔（９月届）
出　生 ４人
死　亡 ５人

転出入（９月届）
転　入 １３人
転　出 ２１人

交通事故発生状況

発生件数 ３件（２３）
死 者 数 ０人（　０）
傷 者 数 ３人（３９）

９月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

火災件数 ０件（　　３）

救急件数 ４６件（４２２）

内訳
３件（　２８）

３６件（２６２）
７件（１３２）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 ( ９月中)

（　）は、１月からの累計

夷隅広域健康相談ダイヤル24
フリーダイヤル　0120-143-251
（24時間/年中無休）
例えばこんな時、お電話ください。
不意のケガで応急処置を知りたい/家
族の介護のことで相談したい/休日に
受診できる病院を教えてほしい/真夜
中の急病で誰にも連絡できない時/メ
ンタルヘルスの相談　など
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４
月
29
日
開
催
の
「
荒
川

川
の
手
ま
つ
り
」
で
の
本
町

の
観
光
ア
ピ
ー
ル
を
受
け
、

７
月
５
日
に
茨
城
県
潮
来
市

議
会
よ
り
視
察
に
お
越
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

古
民
家
の
活
用
や
、
町
と

観
光
協
会
と
の
連
携
な
ど
多

く
の
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

特
に
「
手
づ
く
り
甲
冑
」

を
用
い
た

観
光
宣
伝

や
観
光
協

会
の
取
り

組
み
な
ど

に
高
い
関

心
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。

　

住
民
と
議
会
と
の
掛
け
橋
、

住
民
懇
談
会
を
８
月
28
日
庄
司

区
で
開
催
。
こ
の
と
こ
ろ
の
猛

暑
が
ウ
ソ
の
よ
う
に
当
日
は
し

の
ぎ
や
す
い
天
候
で
し
た
。

　

区
民
20
余
名
、
議
会
か
ら
４

名
が
出
席
。
時
を
立
つ
の
も

忘
れ
る
ほ
ど
白
熱
し
た
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
内
容

は
、
住
民
の
身
近
な
生
活
実
感

に
あ
ふ
れ
る
も
の
、
将
来
の
町

づ
く
り
の
考
え
方
等
で
教
育
、

防
災
、
交
通
体
系
、
人
口
減
少

に
つ
い
て
真
剣
な
話
し
合
い
に

終
止
し
ま
し
た
。

　

町
や
議
会
は
、
住
民
の
声
に

寄
り
添
う
町
運
営
を
す
べ
き
事

を
改
め
て
認
識
す
る
と
共
に
、

住
民
の
批
判
に
は
耳
を
傾
け
、

充
分
応
え
る
と
共
に
、
今
後
の

町
政
運
営
に
い
か
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
幕
を
閉
じ
ま
し

た
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千
葉
県
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
８
月
２
日

に
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
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園
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大
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教
授

鍵
屋
一
氏
に
よ
る
「
災

害
時
の
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の

役
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」
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つ
い
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年
の
災
害
状
況
を
交
え

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
新

潟
県
立
大
学
准
教
授
田

▶
観
光
本
陣
で
の

視
察
風
景

▲講演を聞き入る参加者

議
会
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス

災
害
時
の
議
会
、
議
員
の
役
割
な
ど
を
研
修

千
葉
県
町
村
議
会
議
員
研
修

観
光
振
興
の
取
り

組
み
を
視
察

潮
来
市
議
会
が
来
町

住
民
と
の
懇
談
会

庄
司
区

編
集　

議
会
報
編
集
委
員
会

お
お
た
き口

一
博
氏
に
よ
り
「
町

村
議
会
の
あ
り
方
に
関

す
る
研
究
会
と
こ
れ
か

ら
の
地
方
議
会
」
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
り
、

社
会
状
況
の
変
化
と
小

規
模
市
町
村
に
お
け
る

議
員
の
な
り
手
不
足
、

持
続
可
能
な
議
会
の
実

現
に
向
け
た
研
究
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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平成３０年第１回議会定例会

　 ９月４日、５日、１４日の３日間開催し、
条例改正１件、補正予算５件、平成２９年度各
会計決算及び発議など１６議案の審議を行い、
すべて原案のとおり可決、認定しました。
　また、一般質問は５名の議員が行いました。

  
　任期満了に伴い、現職の江沢正明氏（西部
田）を再任することに同意しました。
　任期は平成３０年１０月４日から平成３３年
１０月３日までの３年間となります。

　歳入歳出予算の総額に1億4,658万3千円を追
加し、補正後の予算総額を51億2,371万9千円
とする一般会計補正予算を可決しました。
  （主な補正内容）
・ふるさと基金への積立金　       　  5,000万円
・ふるさと納税返礼品等の事業費　 4,950万円
・観光まちづくり推進事業         　   4,409万円
・橋梁長寿命化事業　           　        1,150万円
・観光施設管理事業　           　     373万1千円
・海洋センター野球場改修工事 　 129万3千円
・南房総広域水道企業団出資金△1,802万9千円

　平成３０年７月２０日に起きた公用車による
車両事故の損害賠償額を12万8,678円に決定し
ました。

９月会議

固定資産評価審査委員会委員を選任

損害賠償の額を決定

（平成３０年度一般会計）
ふるさと納税事業、観光まちづくり推
進事業、橋梁長寿命化事業などを補正

平成２９年度決算を認定

町長の専決処分事項の指定を改正

　各会計決算の提案説明のあと、総務文教常任
委員会と福祉経済常任委員会が合同で協議会を
開き、詳細説明を受け、最終日の本会議で認定
しました。
　各会計ごとの決算は、６〜７ページをご覧く
ださい。

監査委員の意見
　各会計とも、予算の執行は適法かつ適正に執
行され、係数も正確で決算は適正なものと認め
ます。
　財政健全化及び経営健全化についても、健全
化判断比率、資金不足比率など問題なく、堅実
な財政状況となっています。

　議員発議により提出された、町長の専決処
分事項の指定についての一部改正を可決しま
した。改正の内容は、「1件100万円以下に係
る損害賠償の額の決定及び和解、調停に関する
こと。」を町長の専決処分事項に加えるもので
す。

※観光まちづくり推進事業とは
　国の地方創成推進交付金を活用し、観光
面に焦点を当て、地域に存在する観光資源
を磨き上げ、地域の活性化を目指すもの。
（事業内容）
・観光に対する戦略や計画の策定
・駐車場の整備
・観光まちづくり会社（（株）わくわくカン
　パニー）への出資
○事業費の財源として、地方創成推進交付
金（観光まちづくり補助金）2,304万5千
円を予定しています。

専決処分って？
　議会の議決する案件について、特に緊急
を要するため議会を招集する時間的余裕が
ないときや議会が議決によって指定した事
項について、町長は議会に諮らず決定する
ことができます。
　専決処分をしたときは、次の議会に報告
し承認を求めます。

（すでに指定されている事項）
１会計年度末における日切れ扱いの地方税
法の改正に伴い、必要な条例改正を行う
こと。
２町内で発生した災害及び突発的な事故に
対し、応急に必要となる補修、救援に関
する経費の歳入歳出予算の補正を行うこ
と。
３解散及び欠員等の事由に基づく選挙費に
係る歳入歳出予算の補正を行うこと。

※
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村

　賢
一

９月会議
同　意
第13号

固定資産評価審査委員会委員の選任について……
任期満了に伴う固定資産評価審査委員会委員を選
任するもの。

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第36号

大多喜町重度心身障害者の医療費助成に関する条
例の一部を改正する条例の制定について……指定
都市から転入した方の重度心身障害者医療費助成
の支給認定及び自己負担上限額の判定基準につい
て改正するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第37号

損害賠償の額を定めることについて……公用車に
よる車両事故の損害賠償額を定めるもの。 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第38号

平成３０年度一般会計補正予算（第３号）……ふ
るさと納税事業、観光まちづくり推進事業、橋梁
長寿命化事業などを追加し、補正後の予算総額を
51億2,371万9千円とするもの。

可決 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第39号

平成３０年度国保特別会計補正予算（第１号）…
…人事異動等に伴う人件費54万2千円の減額、国
庫支出金返還金164万4千円などを追加し、補正
後の予算総額を12億8,230万円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第40号

平成３０年度介護保険特別会計補正予算（第１
号）……人事異動等に伴う人件費339万5千円の
減額、国庫支出金返還金751万6千円などを追加
し、補正後の予算総額を11億4,457万8千円とす
るもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第41号

平成３０年度水道事業会計補正予算（第１号）…
…人事異動等に伴う人件費の補正。
　水道事業費用は95万3千円を追加し、補正後の
予算総額を5億1,583万3千円に、資本的支出は33
万7千円を減額し、補正後の予算総額を6億7,816
万8千円とするもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第42号

平成３０年度特別養護老人ホーム事業会計補正予
算（第１号）……人事異動等に伴う人件費447万
4千円の減額、合併浄化槽配管工事費など158万1
千円を追加し、補正後の予算総額を事業費用は2
億7,513万7千円に、資本的支出は1,000万円とす
るもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第43号 平成２９年度一般会計決算認定について 認定 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第44号

平成２９年度鉄道経営対策事業基金特別会計決算
認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第45号 平成２９年度国保特別会計決算認定について 認定 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第46号

平成２９年度後期高齢者医療特別会計決算認定に
ついて 認定 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第47号 平成２９年度介護保険特別会計決算認定について 認定 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第48号 平成２９年度水道事業会計決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第49号

平成２９年度特別養護老人ホーム事業会計欠損金
の処分及び決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発　議
第４号

町長の専決処分事項の指定についての一部改正に
ついて……1件100万円以下の損害賠償の額の決
定及び和解、調停に関することを町長の専決処分
事項に加えるもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

審議結果 賛成…○　反対…●　欠席…欠　（野村議長は採決に加わりません）
議席番号
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今回から討論の掲載を始めました!!

討論とは… 採決の前に、議題となっている案
件に対して、賛成か反対か自己の
意見を表明することをいいます。

・「観光まちづくり推進事業」の青写真が不
透明で、先が見えない。
・㈱わくわくカンパニーに町が出資している
ので反対。

・交付金をよくもらってくれた。
・成功させないと将来の大多喜町が立ち行か
なくなる。
・皆が一致して成功させないといけない。

・国保制度の制度設計に問題があると考え
る。
・保険料の負担が大きい。
・剰余金は、償還金と支払い分の補てんに使
わず、保険料の軽減に充てるべき。

・高速バスの赤字解消を考えるべき。
・横山宮原住宅建設については、地元業者
　の意向を踏まえるべきだった。
・地に足のついた住民を支える行政を。

・以前の老人保健制度では、現役世代の保険
料から拠出されていた。社会保障としての
医療制度の復活を願う。

・社会保障の改善は、介護保険に集中してい
る。保険料を納めても、相応のお金がない
と介護が受けられない。

・少子高齢化、国保加入者の減少により年々
保険税歳入は減少している。医療費抑制を
図る検診や保健事業など、諸事業も適切に
執行している。

・人口定住化策と観光客増大が期待できる。
　高速バスは見守るべき。
・町民生活向上につながる適正な執行、特
　に、中学校給食費の無料化等。

・現役世代の人口が減る中、医療制度を継続
するためにも必要やむを得ない。
・町はこの制度の事務執行に対し、しっかり
と取り組んでいる。

・予想を上回る高齢化の進行の中、ボラン
ティアと協力した給付費の抑制と、生活の
質の向上につながる事業展開など適切に執
行されている。

討　論

平成３０年度一般会計補正予算
（観光まちづくり推進事業に反対・賛成）

反対討論要旨

賛成討論要旨

反対討論要旨

反対討論要旨

反対討論要旨

反対討論要旨

賛成討論要旨

賛成討論要旨

賛成討論要旨

賛成討論要旨

平成２９年度
国保特別会計決算認定

平成２９年度
一般会計決算認定

平成２９年度後期高齢者
医療特別会計決算認定

平成２９年度
介護保険特別会計決算認定
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〇保育園管理運営事業
〇介護保険事業
〇障害者福祉事業
〇老人福祉事業

〇消防団運営事業
〇常備消防負担事業
〇消防機械器具整備事業

〇商業振興事業
〇観光振興事業
〇観光施設管理事業

〇町債元金利子償還

〇ふるさと納税事業
〇公共交通事業
〇選挙費
〇徴税費

〇有害鳥獣対策事業
〇多面的機能支払交付金
　事務
〇県民の森管理運営事業

〇道路橋梁災害復旧事業
〇農業施設災害復旧事業

〇各種検診、予防接種事業
〇環境センター運営事業
〇斎場管理運営事業
〇上水道高料金対策事業

〇国土調査事業
〇町道維持管理・改良事業
〇住宅建設事業
〇宅地造成事業

〇議員人件費
〇議会運営事業

〇小中学校管理事業
〇公民館管理運営事業
〇海洋センター、給食セ
　ンター管理運営事業

民生費

消防費

商工費

公債費

総務費

農林水産業費

災害復旧費

衛生費

土木費

議会費

教育費

135,712円

33,948円

8,070円

52,092円

126,355円

20,554円

5,216円

51,142円

57,855円

8,661円

45,977円

町民１人当たりの計算は、
平成30年3月31日現在の人口
…9,323人

各科目とも主な事業を
掲載しています。

町民１人当たり  ５４５,５８２円 使いました。

平成２９年度一般会計決算

〇公共交通事業

円

円

〇町債元金利子償還

〇有害鳥獣対策事業

農林水産業費

〇議員人件費
〇議会運営事業

〇農業施設災害復旧事業
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質　問　議　員 質　問　事　項

麻
あ そ う

生　　 剛
たけし １．いすみ鉄道復活の功労者への表彰について

２．大多喜高校地域再生戦略について

山
や ま だ

田 　 久
ひ さ こ

子
１．林業振興に向けた町の考えについて

２．狭
きょうあい

隘道路拡幅支援について
３．住民と町の協働取り組みによる減災対策・道路整備について

吉
よ し の

野 　 僖
き い ち

一

１．防災計画について
２．交通安全対策と町道整備について
３．買物難民対策と上総中野駅の周辺開発について
４．よみがえりの里構想について
５．各学校の冷暖房装置の取り付けについて

根
ね も と

本 　 年
と し お

生

１．住宅地に隣接した崖地の崩壊防止工事について 
２．急傾斜地法に基づく急傾斜地崩壊防止工事について 
３．災害時の要支援者に対する避難行動支援の件について
４．区集会所のトイレ整備及びエアコン設置について

野
の な か

中 　 眞
ま ゆ み

弓
１．デマンドタクシーの改善について
２．森林管理計画について
３．エアコン設置について

町　政　を　問　う
一般質問（９月会議）

議会定例会９月会議
14名の方が傍聴されました
◀︎右側奥　傍聴に来られた皆様
　手前左から　答弁する飯島町長、鈴木副町長、
　宇野教育長、滝口代表監査委員

次回の議会定例会は１２月４日（火）
午前１０時から開会する予定です。

どなたでも傍聴できます。
傍聴を希望される方は
議会事務局までお越しください。
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問

問

問 問

大
多
喜
高
校
の
再
生
戦

略
に
つ
い
て

コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
協
力

に
つ
い
て

麻 生 　 剛 　 議 員

生
涯
学
習
課
長

総
務
課
長

教
育
課
長

企
画
課
長

い
す
み
鉄
道
の
危
機
を
乗

り
切
り
、
全
国
的
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
の
雄
へ
と
導
い
た
鳥
塚
亮

氏
が
惜
し
ま
れ
つ
つ
退
任
。

　

今
、
な
お
、
鳥
塚
氏
の
力
量
を

評
価
す
る
向
き
は
多
い
。
実
績

は
目
を
見
張
る
も
の
ば
か
り
。

７
０
０
万
円
の
訓
練
費
用
自
己
負

担
運
転
士
制
度
を
は
じ
め
、
ホ
タ

ル
ト
レ
イ
ン
等
の
イ
ベ
ン
ト
列

車
、
あ
る
い
は
ム
ー
ミ
ン
谷
の

ム
ー
ミ
ン
列
車
の
演
出
な
ど
。

　

ま
た
、
物
販
を
中
心
に
様
々
な

地
元
産
品
、
名
物
産
品
を
売
り

出
し
た
企
画
力
、
実
行
力
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
実
績
の

数
々
で
あ
る
。

　

こ
の
労
苦
に
報
い
る
べ
き
と
思

う
が
、
当
町
で
は
如
何
対
処
す
る

の
か
伺
い
た
い
。

鳥
塚
前
社
長
は
、

様
々
な
ア
イ
デ
ア

で
い
す
み
鉄
道
の
知
名
度
ア
ッ
プ

と
い
う
面
で
は
地
域
へ
の
貢
献
も

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
会
社
経
営
で
は
、
上
下

分
離
方
式
に
よ
る
財
政
支
援
の
見

直
し
を
図
る
中
、
県
及
び
地
元
２

市
２
町
の
下
部
で
の
財
政
支
援
を

行
っ
て
も
、
上
部
で
の
赤
字
解
消

ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

表
彰
に
つ
い
て
は
、
い
す
み
鉄

道
を
支
援
す
る
県
及
び
２
市
２

町
と
し
て
対
応
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。

町
か
ら
の
表
彰
に

つ
い
て
は
前
例
に

こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
分

野
で
の
表
彰
も
必
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
今
ま
で
に
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
と
の
均
衡
を
図
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

新
た
な
分
野
の
表
彰
に
関
し
て

は
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

大
多
喜
高
校
は
創
立
よ
り

今
日
に
至
る
ま
で
地
域
の

文
化
、
教
育
の
中
核
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
地
元
と
の
連
携
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　

現
行
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
の

協
調
関
係
を
築
く
た
め
に
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

を
図
り
た
い
と
思
う
が
、
如
何
考

え
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
制
度

を
導
入
す
れ
ば
地
域
と
の
関
わ
り

あ
い
が
深
ま
り
、
「
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
く
上
で
は
大
変
有
効
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ

く
ま
で
も
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
県
教
育
委
員
会
が
決
定
す
る

事
で
あ
り
、
町
と
し
て
制
度
の
導

入
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今

後
、
大
多
喜
高
校
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
設
置
さ
れ
、

委
員
と
し
て
参
加
す
る
機
会
が
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
参
画
し
て
い
き

た
い
。

10
月
14
日
に
大
多
喜
高
校

出
身
ア
ー
チ
ス
ト
が
集
う

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
。

　

国
内
外
で
評
価
の
高
い
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
宇
佐
美
豊
氏
や
声
楽

家
の
島
津
勲
氏
で
あ
る
。

　

当
町
と
し
て
当
然
、
協
力
関
係

の
方
向
に
あ
る
と
思
う
が
、
如
何

対
処
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

全
国
的
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
音

楽
家
の
方
の
演
奏
を
生
で
鑑
賞
で

き
る
機
会
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
後
援
し
、
町
内
小
中
学
校

に
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

当
日
は
お
城
ま
つ
り
も
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
混
雑
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
臨
時
駐
車
場
を

確
保
す
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て

側
面
か
ら
支
援
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

問　いすみ鉄道復活の功労者への表彰について
答　いすみ鉄道を支援する県及び２市２町で対応すべきと考えます。

問　町と協働による流木・倒木撤去はできないか
答　協働での実施は、地元関係区と協議していきたい。　

▲いすみ鉄道と大多喜城
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問問

問

問

問問

問

林
業
振
興
に
つ
い
て

環
境
水
道
課
長

建
設
課
長

山 田 久 子 　議 員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

流
木
に
よ
る
橋
の
損
壊
や

河
川
の
氾
濫
、
頭
上
か
ら

崩
れ
落
ち
そ
う
な
木
や
竹
の
減
災

対
策
と
し
て
、
地
域
住
民
と
町
と

の
協
働
作
業
に
よ
る
撤
去
作
業
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

橋
梁
に
堆
積
し
て

い
る
流
木
撤
去
に

つ
い
て
は
、
橋
な
ど
道
路
を
構
成

す
る
構
造
物
へ
の
損
傷
が
考
え
ら

れ
る
場
合
は
、
地
元
関
係
区
と
協

議
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

道
路
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
通
行

の
支
障
と
な
る
樹
木
は
、
原
則
そ

の
所
有
者
が
伐
採
等
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
地
区
の
住
民
だ

け
で
は
伐
採
で
き
な
い
高
い
樹
木

等
に
つ
い
て
は
、
町
所
有
の
資
機

材
や
作
業
車
で
で
き
る
か
な
ど
検

討
の
上
、
協
働
で
の
実
施
に
つ
い

て
、
地
元
関
係
区
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

流
木
や
倒
木
の
町
引
き
取

り
処
理
は
で
き
な
い
も
の

か
。

台
風
や
地
震

な
ど
気
象
状

況
が
原
因
に
よ
り
発
生
し
た
流
木

や
倒
木
等
に
つ
い
て
は
、
環
境
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

持
ち
込
む
場
合
は
、
３
ｍ
以
下

に
切
断
し
、
費
用
は
減
免
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

来
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る

「
森
林
経
営
管
理
法
」
で

期
待
さ
れ
る
効
果
と
町
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
伺

う
。

森
林
所
有
者

に
お
い
て
は
、

長
期
的
に
安
心
し
て
所
有
森
林
の

管
理
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
。

　

林
業
経
営
者
は
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
雇
用
の
安
定
、
間
伐
や
林

道
の
整
備
が
効
率
的
に
実
施
で
き

る
効
果
。

　

町
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

へ
の
寄
与
、
有
害
獣
被
害
や
土
砂

災
害
等
の
災
害
発
生
リ
ス
ク
の
低

減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
は
、
意
向
調

査
の
実
施
方
法
の
検
討
な
ど
進
め

て
い
き
た
い
。

管
理
・
整
備
に
は
、
道
路

網
や
作
業
道
路
整
備
が
重

要
と
の
こ
と
。
町
は
山
の
集
約
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

ま
ず
は
意
向

調
査
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

「
林
地
台
帳
」
は
、
山
の

所
有
者
や
森
林
の
境
界
線

が
分
か
り
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
公
表
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

統
一
し
た
シ

ス
テ
ム
を
千

葉
県
が
構
築
す
る
予
定
で
、
本
町

も
そ
の
シ
ス
テ
ム
利
用
に
よ
り
公

表
と
し
た
い
。
公
表
の
時
期
は
平

成
31
年
度
と
考
え
て
い
ま
す
。

林
業
事
業
に
係
る
職
員
の

役
割
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
人
材
に
つ
い
て

問　町と協働による流木・倒木撤去はできないか
答　協働での実施は、地元関係区と協議していきたい。　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

職
員
向
け
研

修
会
へ
の
参

加
や
、
意
向
調
査
は
森
林
組
合
職

員
や
県
職
員
Ｏ
Ｂ
等
が
行
う
、
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活

用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
森
林
環
境
贈
与
税
」
を

活
用
し
、
長
い
目
で
見
た

自
伐
型
林
業
家
の
育
成
が
で
き
な

い
も
の
か
。

林
業
振
興
業

務
を
活
動
内

容
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２

名
の
受
け
入
れ
を
平
成
31
年
度
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
、
自
伐
型
林
業
を
目

指
す
方
が
応
募
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
今
後
支
援
等
の
方
法
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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問

問

問問

問

緊
急
車
両
が
通
過
で
き
な

い
町
道
整
備
に
つ
い
て

自
然
を
活
か
し
た
滞
在
型

観
光
の
推
進
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
冷
暖
房
装
置

の
取
り
付
け
に
つ
い
て

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

教
育
課
長

生
涯
学
習
課
長

町
道
湯
倉
大
多
喜
線
な
ど

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木

の
剪
定
や
伐
採
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。町

道
の
幹
線
道
路

で
、
通
行
に
支

障
と
な
る
樹
木
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
の
方
が
伐
採
す
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
現
在
町
で
は
民
有
地
の

樹
木
の
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
当
面
は
所
有
者
の
了
承
が
得

ら
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
東
京
電
力
等
と

協
議
が
整
う
な
ど
の
条
件
を
満
た

し
た
上
で
、
町
資
機
材
で
実
施
出

来
る
も
の
は
試
行
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　町道にはみ出した樹木の伐採について
答　町資機材で実施出来るものは、試行的に取り組んでいきたい。

樹
木
の
伐
採
等
に
つ
い

て
、
所
有
者
を
集
め
て
説

明
会
を
開
催
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

町
道
に
隣
接
す
る

土
地
の
所
有
者
に

つ
い
て
は
、
地
元
に
い
な
い
方
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

当
面
は
所
有
者
に
通
知
す
る
な

ど
と
し
て
、
伐
採
の
承
諾
を
得
た

い
と
考
え
、
説
明
会
を
開
催
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吉 野 僖 一   議 員

問　災害を防ぎ、起こった場合には早急に避難してもらうために
答　減災の考えを基本とし、災害に備えていきたい。

現
在
、
緊
急
車
両
が
通
過

で
き
な
い
町
道
整
備
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

第
３
次
５
か
年

計
画
の
実
施
計

画
に
計
上
し
て
い
る
路
線
で
、
周

辺
の
状
況
や
緊
急
性
等
を
考
慮
し

順
次
進
め
て
い
ま
す
。

　

道
路
工
事
に
は
多
額
の
費
用
を

要
し
、
多
く
の
要
望
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
す
べ
て
の
区
間
を
拡

幅
す
る
の
で
は
な
く
、
特
に
狭
い

と
こ
ろ
や
屈
曲
部
な
ど
、
車
の
行

自
然
を
生
か
し
た
滞
在
型

観
光
の
推
進
が
必
要
と
思

い
ま
す
。
大
多
喜
町
の
山
麓
周
辺

に
は
自
然
と
人
が
共
生
す
る
素
晴

ら
し
い
環
境
が
あ
り
ま
す
。
人
情

的
に
も
温
か
く
、
の
ん
び
り
と
し

た
時
が
流
れ
る
空
間
が
あ
り
ま

す
。
「
よ
み
が
え
り
の
里
」
と
し

て
発
展
さ
せ
る
構
想
が
な
い
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

本
町
の
観
光

施
設
は
短
時

間
型
の
観
光
施
設
等
が
多
い
こ
と

か
ら
、
長
時
間
滞
在
型
観
光
の
推

進
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
観
光
施
設
等
を
磨
き
上

げ
る
こ
と
や
、
魅
力
的
な
観
光
施

設
等
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
滞

在
型
観
光
の
推
進
を
し
て
い
き
た

い
。

国
の
施
策
で
、
冷
暖
房
装

置
を
全
国
の
小
中
学
校
に

補
助
金
を
出
し
て
取
り
付
け
る
と

い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
年
度
、
中
学
校

の
空
調
機
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の

補
助
金
が
採
択
と
な
ら
な
か
っ
た

た
め
、
事
業
内
容
の
見
直
し
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
政
府
の
方
針
と

し
て
、
「
設
置
を
支
援
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
」
と
報
道
が
さ
れ

ま
し
た
。
８
月
20
日
時
点
で
は
、

国
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
来

夏
ま
で
に
設
置
と
い
う
方
針
は
示

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

町
と
し
て
、
そ
の
動
向
を
注
視

す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
来
年
の
夏
ま
で
に
小
中
学
校

へ
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

▲道路にはみ出した樹木

き
違
い
が
で
き
る
よ
う
な
待
避
所

等
の
設
置
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。
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区
集
会
所
の
ト
イ
レ
の

整
備
、
エ
ア
コ
ン
設
置

助
成
に
つ
い
て

問

問問問

問

問

建
設
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

企
画
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

近
年
、
局
地
的
な
豪
雨
に

よ
り
土
砂
崩
れ
等
の
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

大
多
喜
町
に
も
い
つ
豪
雨
が

襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
生
命
、
身
体
を
守
る
た

め
、
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
起

こ
っ
た
場
合
に
は
早
急
に
避
難
し

て
も
ら
う
体
制
づ
く
り
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
か
。

地
域
防
災
計
画

で
は
、
被
害
程

度
を
想
定
し
た
対
策
を
検
討
す
る

こ
と
で
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減

災
」
の
考
え
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
被
災
し
た
と
し
て

も
、
人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を

最
重
視
し
、
経
済
的
被
害
が
で
き

る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
、
様
々

な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
災
害
に
備

え
て
い
く
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。

問　災害を防ぎ、起こった場合には早急に避難してもらうために
答　減災の考えを基本とし、災害に備えていきたい。

久
保
地
先
の
夷
隅
川
の
防

災
対
策
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

夷
隅
川
の
管
理

は
千
葉
県
と
な

り
、
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
た

め
県
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

土
砂
災
害
を
防
止
す
る
た

め
、
千
葉
県
が
行
っ
て
い

る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
事
業

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

異
常
気
象
な
ど

に
よ
り
、
多
く

の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
急
傾
斜
地
に

対
す
る
事
業
は
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
事
業
は
受
益
者
負
担
が

生
じ
る
こ
と
や
、
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
る
な
ど

様
々
な
制
限
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
た
上
で
、
地
元
関
係
者
等
の
了

承
が
得
ら
れ
る
な
ど
の
環
境
が
整

え
ば
事
業
実
施
に
向
け
て
進
め
て

い
き
た
い
。

一
人
で
は
避
難
す
る
こ
と

が
難
し
い
高
齢
者
等
に
早

急
に
避
難
し
て
も
ら
う
た
め
作
成

根 本 年 生 　議員

さ
れ
た
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

は
、
平
常
時
や
災
害
時
、
ど
の
様

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿

は
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
、
平
常

時
は
消
防
や
民
生
委
員
等
避
難
関

係
者
に
も
提
供
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
状

況
に
応
じ
て
提
供
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
安
全
な
場
所
に

避
難
さ
せ
る
た
め
の
支
援

体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。

防
災
計
画
の

中
で
、
避
難

支
援
プ
ラ
ン
を
定
め
、
要
支
援

者
の
避
難
対
策
支
援
の
基
本
的
な

考
え
方
、
進
め
方
を
示
し
て
い
ま

す
。

高
齢
者
の
方
々
が
日
中
行

う
会
合
や
災
害
時
、
一
時

的
に
避
難
す
る
安
全
な
場
所
と
し

て
利
用
す
る
場
合
は
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
特
に
今
年
の
よ
う
な
猛

暑
に
お
い
て
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設

置
は
不
可
欠
で
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い

集
会
所
に
す
る
た
め
、
町
で
助
成

金
を
交
付
す
る
少
額
助
成
金
制
度

を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

現
在
、
区
の
集
会

施
設
の
改
修
は
、

１
０
０
万
円
以
上
の
改
修
事
業
に

つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業

補
助
金
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

ト
イ
レ
の
整
備
等
助
成
に
つ
い

て
も
こ
の
制
度
に
よ
り
対
応
す
る

こ
と
と
し
、
新
た
な
少
額
助
成
金

制
度
の
創
設
は
現
状
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
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問

問問

問

問問 デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

（
予
約
制
乗
合
交
通
）

の
改
善
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

先
の
国
会
で
成
立
し
た
森

林
経
営
管
理
法
が
超
特
急

で
来
春
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

　

法
は
、
50
年
生
の
人
工
林
の
伐

採
を
所
有
者
に
義
務
付
け
、
所
有

者
が
同
意
し
な
く
て
も
県
、
市
町

村
が
最
長
50
年
間
経
営
管
理
権
を

取
り
上
げ
ま
と
め
て
、
儲
け
の
出

る
と
こ
ろ
は
企
業
が
、
儲
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
市
町
村
が
経
営
管
理

す
る
と
い
う
。
所
有
者
の
利
益
は

保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
山
林
所
有

者
に
と
っ
て
も
、
市
町
村
に
と
っ

て
も
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　

町
内
の
山
林
所
有
者
は
約

２
５
０
０
人
。
町
は
、
所
有
者
の

立
場
で
制
度
の
周
知
や
意
向
調
査

を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

森
林
経
営
管

理
法
で
は
、

森
林
所
有
者
へ
経
営
管
理
に
関
す

る
意
向
調
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
意
向

調
査
の
実
施
方
法
や
実
施
に
必
要

問　森林経営管理法の実施は所有者擁護の立場で
答　制度の周知や意向調査の方法など検討していきたい。

な
準
備
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

制
度
の
周
知
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
行
う
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

不
同
意
の
所
有
者
の
権
利

を
守
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

市
町
村
が
管

理
を
行
お
う

と
計
画
す
る
森
林
で
、
所
有
者
が

同
意
し
な
か
っ
た
場
合
、
県
に
裁

定
手
続
き
等
す
る
こ
と
で
、
同
意

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
定
め
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の

町
の
対
応
と
し
て
は
、
具
体
的
な

事
例
が
な
い
と
判
断
で
き
な
い
も

の
と
考
え
ま
す
。

町
は
山
林
所
有
者
の
立
場

で
企
業
と
の
交
渉
に
あ
た

り
、
所
有
者
に
組
合
を
作
ら
せ
た

り
し
て
住
民
の
利
益
・
権
利
を
守

る
考
え
は
あ
る
の
か
。現

在
ま
だ
制

度
が
始
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

野 中 眞 弓 　 議員

18
年
待
っ
た
巡
回
バ
ス

（
予
約
制
乗
合
交
通
）
が

実
現
す
る
。
車
が
運
転
で
き
な
く

て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

改
善
を
求
め
る
。

　

い
す
み
鉄
道
駅
か
ら
１
㎞
以
内

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

い
の
か
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
に
あ

た
り
、
「
い
す
み
鉄
道
と
の
競
合

を
考
慮
し
、
鉄
道
駅
か
ら
半
径
１

㎞
以
内
に
居
住
す
る
住
民
は
対
象

外
と
す
る
。
」
こ
と
で
関
係
機
関

の
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。
10
月

１
日
の
運
行
開
始
に
向
け
、
現
段

階
で
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

病
院
は
土
曜
日
も
診
療
し

て
い
る
。
土
曜
日
も
運
行

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
、
老
川
・

西
畑
地
区
の
小
中
学
生
送
迎
用
の

ス
ク
ー
ル
ワ
ゴ
ン
の
空
き
時
間
を

利
用
し
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

土
曜
日
は
、
生
徒
の
送
迎
で
使

用
し
ま
す
の
で
、
運
行
は
行
わ

な
い
予
定
で
す
。
な
お
、
実
証
運

行
期
間
中
に
利
用
者
か
ら
の
ご
意

見
、
要
望
等
に
よ
り
判
断
し
て
い

き
た
い
。老

川
～
上
総
中
野
駅
間
下

車
は
、
地
元
で
買
物
し
や

す
い
よ
う
に
料
金
を
安
く
で
き
な

い
の
か
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

の
よ
う
に
、
距
離
に
応
じ
た
運
行

料
金
設
定
は
適
正
で
な
く
、
町
内

の
ど
の
場
所
に
行
く
に
も
一
定
料

金
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

区
間
内
で
の
別
料
金
設
定
は
現

状
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

▲10月から運行を開始したデマンド
　タクシー「おたっクル」
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議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその
後どうなったのか・・・対応を追跡します。

測量など技術職員の雇用について
（平成２８年１０月会議）

技術職の職員をどうするか、どう育てていくかというこ
とは大きな課題で、これから検討していかなくてはいけ
ない。

平成２９年度から建設課建設係職員を一人増員しました。
また、技術職員の育成にも努めています。その後

質　問

答　弁

追跡追跡あの質問どうなったの？

編集後記
　今年は西日本豪雨や台風が多発し、北海道地震最大震度７の大地震を観測、全国各地に甚
大な被害が発生した。お亡くなりになりました方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、
被害を受けられた皆様にお見舞いを申し上げ、国を挙げて一日も早く復旧、復興をお願いし
たい。これからも、この異常気象が起きないことを祈るばかりです。
　全国的な猛暑により、熱中症対策として本町も議会と執行部が一体となり、小・中学校に
来年の夏までにはエアコン設置を確約いたしました。
　今年もより良い紙面づくりに努めてまいります。今後ともご愛読の程よろしくお願い申し
上げます。

議会報編集委員会

議会だよりの読後感想など皆様からのご意見をお待ちしています。
大多喜町議会事務局　〒２９８－０２９２　大多喜町大多喜９３番地
　☎０４７０－８２－２１８２　 ＦＡＸ ０４７０－８２－４４６１
　Ｅ-mail  gikai@town.otaki.lg.jp
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ギャラリー

「ゲンノショウコ」
大多喜写真同好会

大久保　幸雄　さん（三又）

満百歳お祝い

井上　靜子さん 宇野　ふさ江さん 永島　きみさん

鈴木　ゆきさん 鈴木　政雄さん

市川　チヱさん 高梨　良江さん

　敬老の日の記念事業として、毎年、満百歳を迎えられる方には、内閣
総理大臣から祝状及び記念品(銀杯)が贈呈されます。大多喜町では今年7名
の方が対象になられました。
　夷隅健康福祉センター長より祝状および記念品(銀杯)が、また飯島町長
からは祝金および祝品が贈られ、長寿のお祝いをしました。
　満百歳を迎えられた方を紹介します。
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